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１．議事日程（第７日目） 

  （平成１８年度安芸高田市決算審査特別委員会） 

                             平成１９年１０月９日 

                             午前１０時００分 開議 

                             於  第１委員会室 

 １、開 議 

 ２、議 題 

 （１）認定第 １号 平成１８年度安芸高田市一般会計決算の認定について 

 （２）認定第 ２号 平成１８年度安芸高田市国民健康保険特別会計決算の認定につい 

           て 

 （３）認定第 ３号 平成１８年度安芸高田市老人保健特別会計決算の認定について 

 （４）認定第 ４号 平成１８年度安芸高田市介護保険特別会計決算の認定について 

 （５）認定第 ５号 平成１８年度安芸高田市介護サービス特別会計決算の認定につい 

           て 

 （６）認定第 ６号 平成１８年度安芸高田市公共下水道事業特別会計決算の認定につ 

           いて 

 （７）認定第 ７号 平成１８年度安芸高田市特定環境保全公共下水道事業特別会計決 

           算の認定について 

 （８）認定第 ８号 平成１８年度安芸高田市農業集落排水事業特別会計決算の認定に 

           ついて 

 （９）認定第 ９号 平成１８年度安芸高田市浄化槽整備事業特別会計決算の認定につ 

           いて 

 （10）認定第１０号 平成１８年度安芸高田市コミュニティプラント整備事業特別会計 

           決算の認定について 

 （11）認定第１１号 平成１８年度安芸高田市簡易水道事業特別会計決算の認定につい 

           て 

 （12）認定第１２号 平成１８年度安芸高田市飲料水供給事業特別会計決算の認定につ 

           いて 

 （13）認定第１３号 平成１８年度安芸高田市水道事業決算の認定について 

 

 ３、閉 会 

 

 

２．出席委員は次のとおりである。（１８名） 

   委員    山 本 三 郎      委員    明 木 一 悦 

   委員    秋 田 雅 朝      委員    加 藤 英 伸 

   委員    川 角 一 郎      委員    塚 本   近 

   委員    赤 川 三 郎      委員    松 村 ユキミ 

   委員    熊 高 昌 三      委員    藤 井 昌 之 

   委員    青 原 敏 治      委員    金 行 哲 昭 

   委員    杉 原   洋      委員    入 本 和 男 
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   委員    今 村 義 照      委員    岡 田 正 信 

   委員    亀 岡   等      委員    渡 辺 義 則 

 

 

３．欠席委員は次のとおりである。（１名） 

   委員    玉 川 祐 光 

 

 

４．安芸高田市議会委員会条例第２１条の規定により出席した者の職氏名（２２名） 

  市 長  児 玉 更太郎  副 市 長  増 元 正 信 

  副 市 長  藤 川 幸 典  総 務 企 画 部 長  新 川 文 雄 

  会 計 管 理 者  立 田 昭 男  教 育 長  佐 藤   勝 

  教育次長兼教育総務課長  益 田 博 志  教育参事兼少年自然の家所長  永 井 初 男 

  教育総務課担当課長（学校教育担当）  大 下 典 子  生 涯 学 習 課 長  箕 越 秀 美 

  吉田教育分室長兼八千代教育分室長  富 田 道 明  美土里教育分室長兼高宮教育分室長  小 田 洋 介 

  甲田教育分室長兼向原教育分室長  高 橋 義 照  吉 田 幼 稚 園 長  田 丸 文 枝 

  教育総務課主査（庶務企画グループＧＬ兼経営管理担当主査）  中 川 雅 夫  教育総務課主査（学事施設グループＧＬ）   大 野 泰 典 

  教育総務課主幹（教育指導グループＧＬ）   平 川 博 秀  生涯学習課主査（社会教育グループＧＬ）   児 玉   晃 

  生涯学習課主査（スポーツ振興グループＧＬ）  大 川 美 嗣  八千代教育分室主幹（教育グループＧＬ）   沖 本   博 

  高宮教育分室主幹（教育グループＧＬ）  吉 川 正 紀  甲田教育分室主査（教育グループＧＬ）  秋 重 正 義 

 

 

５．職務のため出席した事務局の職氏名（５名） 

  議 会 事 務 局 長  増 本 義 宣  議会事務局次長  光 下 正 則 

  議会事務局主査  児 玉 竹 丸  専 門 員  新 谷 洋 子 

  主 任  國 岡 浩 祐 
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   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

      午前１０時００分 開議 

○山本委員長  皆さん、おはようございます。 

 玉川委員の方から、欠席ということで報告が出ておりますので、まず

お知らせいたします。 

 ただいまの出席委員は18名でございます。定足数に達しておりますの

で、これより本日の決算審査特別委員会を開議いたします。 

 本日の審査日程は、お手元に配付のとおりでございます。 

 それでは、認定第１号、平成18年度安芸高田市一般会計決算の認定に

ついてのうち、教育委員会所管の決算についてを議題といたします。 

 初めに、教育長からあいさつを受けます。 

 佐藤教育長。 

○佐藤教育長  おはようございます。 

 本日は平成18年度の教育委員会にかかわります決算についてご説明を

申し上げ、審査をお願いするものでございます。 

 国におきましては、学力あるいは人間力という言葉に代表されますよ

うに、教育改革の必要性を強く打ち出しておりますけれども、そのこと

についてはある程度見通しを持つ中で、平成18年度につきましてはいた

ずらに焦らずに、人輝く・安芸高田の教育の実現を目指して、教育総務

課、学校教育課、そして生涯学習課の３課と６教育分室等々の力を合わ

せながら施策の展開に努めてまいりました。 

 それでは、これから教育次長並びに各課長から平成18年度決算につき

まして説明を申し上げますので、よろしく審査のほどお願いいたします。 

○山本委員長  それでは、決算についての概要説明を求めます。 

 益田教育次長兼教育総務課長。 

○益田教育次長兼教育総務課長  それでは、平成18年度の教育費の決算概要についてご説明をいたしま

す。 

 予算現額は14億2,609万3,000円で、支出済額は13億8,963万4,489円と

なっており、予算執行率は97.44％となっております。なお、予算現額

14億2,609万3,000円のうち、吉田中学校校舎屋根改修工事の工事請負費

1,086万9,000円と、この工事に伴う施工管理の委託料47万3,000円、合

計で1,134万2,000円を平成19年度へ繰り越しております。 

 教育総務課の関係で主なものは、甲田中学校校舎補修工事1,044万

4,350円を初め、小・中学校の維持修繕工事に3,680万98円を執行してお

ります。また、小・中学校の備品整備に1,311万3,300円を執行しており

ます。 

 学校教育課関係では、国際理解教育推進事業において５名のＡＬＴを

招致し、児童生徒の英語力向上を図るとともに、特色ある学校づくり事

業を幼・小・中で展開しております。また、適応指導教室運営事業では

あすなろ学級を開設し、不登校状況の改善を図っております。また、特

別支援教育事業では、５つの小学校に教育介助員を１名ずつ配置し、教
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育支援を行っております。 

 生涯学習課関係では、コミュニティーのあるまちづくりとして、国際

交流事業、安芸高田少年自然の家開設準備事業を実施し、生き方の基盤

づくりでは、家庭教育事業、青少年教育事業を実施いたしております。

また、人や自然や文化を大切にする社会づくりでは、文化講演、人権教

育事業、文化財保護事業等を実施するとともに、豊かな自分づくりでは、

新図書館開設・開館準備や高齢者大学等の多様な学習機会の提供をいた

しておりますとともに、生涯学習施設の維持管理を行っております。 

 以上が教育費の決算概要でございます。 

 それでは、引き続いて私の方から決算書で歳入を、主要施策の成果に

関する説明書で教育総務課関係の歳出を説明し、学校教育課、生涯学習

課の関係の歳出は、それぞれ担当課長の方から説明いたします。 

 それでは、決算書の21ページ、22ページをお願いいたします。 

 教育関係の歳入でございますが、款12の分担金及び負担金、２項の２

目教育費負担金、調定額が376万7,360円、収入済額が372万5,360円でご

ざいます。この内訳の、１節小学校費負担金67万3,440円、収入済額は

同額で、これは学校内事故の共済掛金保護者負担分でございます。２節

の中学校費負担金、調定額35万9,720円、収入済額も同額でございます。

これも１節の小学校費負担金と同様で、共済掛金の保護者負担分でござ

います。３節の幼稚園費負担金273万4,200円、収入済額は269万2,200円、

収入未済額が4万2,000円となっております。これは17年の滞納分１名分

で、７カ月分でございます。収入済額の内訳は、幼稚園保護者の負担金、

現年分の保育料41名分と、幼稚園での保護者の共済掛金負担分でござい

ます。 

 次のページをお願いいたします。 

 13款の使用料及び手数料、１項の使用料、７目の教育施設使用料、調

定額が4,179万8,075円、収入済額も同額でございます。この内訳は、１

節学校教育施設使用料、調定額18万円、収入済額も同額でございます。

これは僻地教員住宅使用料で、1万5,000円の12カ月分でございます。２

節の社会教育施設使用料、調定額332万7,465円、収入済額も同額でござ

います。この内訳は、公民館使用料と文化施設使用料でございます。文

化施設使用料は、八千代の丘美術館117万2,940円、吉田歴史民俗資料館

100万3,900円が主なものでございます。３節の保健体育費施設使用料

3,829万610円、収入済額も同額でございます。この内訳は、学校開放施

設使用料、それから体育施設使用料でございます。体育施設使用料のう

ち主なものは、サンフレッチェ分のサッカー公園使用料が3,500万円、

同じく、サンフレッチェ分の吉田温水プール使用料が200万円となって

おります。 

 続きまして、31、32ページをお願いいたします。 

 14款の国庫支出金、２項の国庫補助金、６目の教育費国庫補助金、調

定額が254万2,000円、収入済額も同額でございます。この内訳でござい
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ますが、１節の小学校費補助金、調定額5万5,000円、収入済額も同額で

ございます。これは要保護及び準要保護児童援助費の補助金で、補助率

が２分の１でございまして、対象児童は31名でございます。２節の中学

校費補助金、調定額248万7,000円、収入済額は同額でございます。これ

も要保護及び準要保護生徒援助補助金で、補助率が２分の１で、対象生

徒15名となっております。また、寄宿舎朝光寮の住居費補助金が２分の

１、歳入をいたしております。次の14款の国庫支出金、３項の委託金の

一番下の欄の４目の教育費国庫委託金、調定額が243万1,409円で、収入

済額も同額でございます。この内訳は、１節の保健体育費委託金で、調

定額、収入済額、同額でございます。これは平成16年から18年度で小学

校13校で実施いたしております18年度分の子どもの体力向上推進事業費

委託金で、国の委託事業で100％の事業でございます。 

 続きまして、41、42ページをお願いいたします。 

 15款の県支出金、２項の県補助金、６目の教育費県補助金でございま

すが、調定額は389万7,000円、収入済額も同額でございます。この内訳

は、１節社会教育費補助金17万円、収入済額も同額でございます。これ

の内訳はスポーツエキスパート事業補助金で、補助率３分の１でござい

ます。学校スポーツ活動の指導員の事業でございます。それから、２節

の学校教育費補助金、調定額372万7,000円、収入済額も同額でございま

す。この事業も100％事業で、エネルギー教育推進モデルとして、八千

代中、根野小で実施した事業でございます。 

 次のページの３項委託金、６目教育費委託金ですが、45、46ページを

お願いいたします。目の調定額は節と同額でございまして、節の１、学

校教育費負担金、調定額130万8,500円、収入済額も調定額と同額でござ

います。この内訳は、吉田小学校で実施いたしております子どもと親の

相談員活用調査研究事業委託金として40万8,500円、また、甲田中、小

田、川根小で実施いたしております豊かな体験活動推進事業委託金とし

て90万円、歳入をいたしております。 

 続きまして、57、58ページをお願いいたします。 

 20款の雑入、５項の雑入、４目の雑入のうち、右の備考欄の下から７

行目、教育総務課関係雑入14万2,903円の、これの主なものは自販機の

販売手数料10万6,845円が主なものでございます。続きまして、学校教

育関係の雑入でございますが、21万3,202円の主なものは、奨学金の償

還金15万4,000円が主なものでございます。続きまして、生涯学習課関

係の雑入192万1,747円、これの主なものは、八千代の丘美術館入館作家

電気代39万円、八千代ふるさと農園電気代21万6,655円、各施設の自販

機の設置料が33万4,017円、吉田歴史民俗資料館の図録等販売代が19万

6,700円となっております。 

 以上で歳入の説明を終わらせていただきます。 

 歳出につきましては、先ほど申し上げましたように、主要施策の成果

に関する説明書でご説明いたしますので、教育総務課関係の170、171ペ
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ージをお願いいたします。 

 それでは、教育総務課関係のご説明をいたします。 

 学校教育施設・設備・備品の充実として、学校教育活動を行うため、

教育環境の施設整備の充実を図っております。また、備品につきまして

は、教育効果を高める観点から、整備に努めております。学校給食につ

きましては、各学校間における給食内容の均衡化、効率化と安全性、ま

た、老朽化している施設等の対応を含めた学校給食環境の再編整備につ

いて学校給食検討会議を設置して諮問し、学校給食の今後の方向性、基

本的な考え方に関する答申を得ております。 

 実施の内容でございますが、学校施設耐震化対策事業の決算額は412

万6,500円で、耐震化優先度調査に基づく耐力度調査で、吉田小・中学

校を実施し、向原中の柔剣道場の耐震化優先度調査を行っております。

小・中学校情報教育機器更新事業の決算額は81万951円で、小・中学校

情報教育機器の賃借を５年リースといたしております。平成19年３月16

日から平成24年３月15日まででございます。なお、高宮中学校は合併時

に設置しておりまして、更新時期がまだ来ておりませんので、この事業

には含まれておりません。小学校施設・設備維持補修事業の決算額は

995万2,958円で、刈田小学校の屋根補修工事129万4,476円ほか17件でご

ざいます。中学校施設の設備維持補修事業の決算額は2,294万2,695円で、

甲田中学校校舎補修工事1,044万4,350円ほか12件で、2,176万9,845円と

なっております。また、工事設計・監理委託として、甲田中学校の68万

9,850円と吉田中学校の48万3,000円で、117万2,850円の支出をいたして

おります。小学校施設・設備整備事業の決算額は341万7,380円で、美土

里小学校の防雪ネット取りつけ工事99万7,500円ほか６件でございます。

中学校の施設・設備整備事業165万9,915円の決算額で、中学校職員室Ｌ

ＡＮ工事81万9,000円ほか４件でございます。小学校備品整備事業の決

算額は838万105円で、この内訳は、管理備品、向原小学校シュレッダー

10万9,200円ほか54件、それから、教材備品、向原小学校気体採取器６

セット6万1,800円ほか25件、障害児学級備品、船佐小学校時計の模型、

3万1,500円ほか15件でございます。中学校の備品整備事業は473万3,195

円の決算額で、この内訳は、管理備品で、吉田中学校の草刈り機２台、

7万5,600円ほか27件となっております。また、教材備品として、甲田中

学校特活ビデオ、理科ビデオ、理科ＣＤ9万9,750円ほか16件で186万

5,175円の支出をいたしております。学校給食調理場再編整備事業は183

万1,552円の決算額で、調査研究業者委託として147万円、学校給食等検

討会議経費36万1,552円、これは委員報酬でございます。小・中学校の

耐震化を推進するため、吉田小学校及び吉田中学校校舎の耐力度調査を

完了いたしました。 

 また、小・中学校パソコン教室の情報教育機器については、入れかえ

によって情報教育の効率化や教職員の負担の軽減が図られております。

小・中学校の維持修繕では、老朽化した施設・設備について一定程度の
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改善が図られております。耐震化対策につきましては、耐震診断を計画

的に実施し、耐震化改修工事の必要性があると考えております。教職員

の１人１台パソコンにつきましては、早期に導入の必要性を感じており

ます。また、教職員の１人１台パソコン、教職員は281名おるわけです

が、19年度におきましても、財政上の問題等検討中で、早期に導入を考

えております。備品整備につきましては、今後も必要度を検討しながら

整備していく必要があると考えております。学校給食調理場の再編整備

事業につきましては、適地の選定や施設整備、管理運営等について、次

年度より計画的に整備を進めることが必要であると考えております。 

 以上で教育総務課の説明を終わります。 

○山本委員長  続いて、関係課長等からの要点の説明があります。 

 大下学校教育課長。 

○大下教育総務課担当課長  続きまして、学校教育課が所管をしております事業につきまして、歳

出の決算を、主要施策の成果に関する説明書171ページから177ページに

かけてご説明をさせていただきます。 

 学校教育課といたしまして、国際理解教育推進事業、特色ある学校づ

くり事業、適応指導教室運営事業、特別支援教育事業の、この４つの事

業を掲載をしております。 

 それでは、まず、国際理解教育推進事業171ページをごらんください。 

 この事業につきましては16年度から継続をしておる事業でございます

が、18年度も５名のＡＬＴを招致いたしまして、幼稚園、保育所、小学

校の英語活動、それから、中学校の英語科授業のアシスタントとして、

それぞれのところに派遣をいたしました。また、18年度は新規の事業と

いたしまして、小学校英語活動を充実させるために民間の指導機関、松

香フォニックスという指導機関でありますが、委託契約を結びまして、

教材の活用方法、それから授業展開の方法について指導を受けました。

そして、このことが各学校で定着をいたしますように、国際理解教育指

導員を全小学校に複数回ずつ派遣をいたしましてモデル事業を提示をし

たり、また、英語活動小学校教諭の全員の研修会、それから地域別ブロ

ック研修会等を実施をいたしました。さらに、保育所への派遣、そして

地域における英会話教室の実施等、生涯学習の観点からも国際理解教育

の推進にＡＬＴを活用をいたしました。 

 172ページでございますが、決算総額が2,601万754円でございます。

主な内訳でございますが、ＡＬＴ５名、国際理解教育指導員１名の報酬

として2,099万5,826円、それから、新規の事業として松香フォニックス

に対して指導業務の委託料156万6,275円、それからＡＬＴの家賃補助

175万7,000円、それから、補助金といたしまして、これも高宮のＡＬＴ

の家賃補助でございますが、44万8,800円を支出いたしております。 

 成果と課題でございますが、小学校の英語活動におきまして指導方法

等を統一をして指導したことについては、英語活動実施に対する小学校

の教員側の不安も薄らいで、定着が図られたというふうに考えておりま
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す。ここに示しております表は、小学校英語活動に対する児童の意識で

ございます。おおむね肯定的でございます。それから、中学校の英語課

題でございますが、やはり中学校の英語科において、学力向上に今後も

努めていく必要があるというふうに考えております。また、今後ますま

す国際化をしていく社会に対応できる子どもたちを育成していくために、

さらに発展的に推進をしなければいけないというふうに考えております

が、招聘の方法でありますとか人数等については、やはり事業成果が上

がる方法をまだまだ模索できるというふうに考えておりますので、19年

度、それから20年度、そういった方向で考えていきたいと思っておりま

す。 

 ２つ目の特色ある学校づくり事業でございますが、それぞれの小・中

学校、幼稚園が、児童生徒、園児の実態に応じました教育研究、それか

ら地域に根差した教育活動を展開いたしました。教員の指導力の向上、

それから体験学習を通しての子どもたちの豊かな心の醸成と、そういっ

たものをねらいにいたしまして、実施内容に書いてございますように、

172ページから175ページですが、各幼稚園、小学校、中学校が実施をし

ております。決算総額893万3,313円となっております。 

 成果でございますが、１点目が、176ページに飛んでおりますが、ま

ず、教職員の授業力の向上、校内研修を充実させまして、教職員の授業

力が向上したと。研究をした教科については、その学校の児童生徒の学

力の向上につながっているというふうにデータからもとらえることがで

きます。２点目ですけれども、地域の皆さんに来ていただいて触れ合い

をする中で、子どもたちに感謝の心を、そして郷土を愛する心等、豊か

な心が育ってきております。さらに、地域との連携が深まり、開かれた

学校づくりが一層推進されたというふうに考えております。３つ目です

けれども、やはり伝統と創造ということで、幼稚園・小・中学校ブラン

ドというものが確立をしつつあります。学校長が示しましたビジョンを

踏まえて、教育目標達成に向けて教職員が共通の意識を持って取り組み

を進めていくということが、教育の活性化につながっているというふう

にとらえております。 

 課題でございますが、各学校が各学校の特色を出すためにそれぞれの

事業を推進するということは大変大切なことで、いいことだというふう

に考えておりますが、安芸高田市として、19校と一円のやはり共通の課

題というもの、それから目指すものというものがあります。今後、安芸

高田市として、どこの園も、小学校も、中学校も、共通して取り組んで

いくと、そういったものを示していく必要があろうかと考えています。

課題の２点目ですが、やはり事業成果、事業評価、そこの工夫が必要で

す。そういった時期に来ているというふうに考えております。 

 続きまして３つ目の事業でありますけども、適応指導教室運営事業で

ございます。あすなろ学級を開設をいたしまして、不登校児童生徒の学

校復帰、社会的自立に向けての教育活動を展開をいたしました。在籍児
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童生徒の不登校の状況というのは改善が見られております。決算総額で

すが、748万7,970円、その主なものといたしまして、所長１名、指導員

２名の報酬651万6,600円でございます。在籍は、小学校３名、中学校９

名と、12名が18年度の在籍でございます。 

 成果と課題でありますが、17年度と比較をいたしまして、18年度は児

童生徒個々の不登校の状況に大きく改善が見られました。不定期ではあ

りますが、特定の教科の授業に出ることができたり、あるいは学校行事

に参加をしたりと、そういう学校生活に参加をする状況がふえてきてお

ります。 

 課題といたしまして、１点目は、やはり在籍をしている子どもが複数

校種でありますし、複数学年であります。また、抱えている状況が一人

一人違いますので、個別の対応支援が必要ということで、やはり指導体

制の強化、そういったものが重要になってくると考えております。それ

から、あすなろ教室に在籍をしている子どもの不登校の状況というのは

改善が見られましたけれども、市内の不登校児童生徒の数が、18年度、

17年度に比較をしまして増加をいたしました。このあすなろ教室設置以

外のところで、やはり不登校対策を具体的に構築するということが必要

だと考えております。 

 それから、４つ目の事業として特別支援教育事業を上げておりますけ

れども、５つの小学校に教育介助員を１名ずつ配置をいたしまして、特

別に支援が必要な児童生徒の状況に応じてきめ細やかな教育支援を行っ

てまいりました。それから、就学指導委員会を設置をいたしまして、児

童生徒の障害の状況に応じました適正な就学指導に努めました。それか

ら、特別支援学級の担任でありますとか教育介助員に対しまして教育課

程を説明をいたしたり、特別支援教育に関する研修会を実施して専門性

の向上を図りました。巡回相談の推進の支援をしまして、教育相談体制

の充実を図ってまいりました。決算総額ですが、987万517円です。主な

内訳でございますが、就学指導委員の委員等の報酬、それから、教育介

助員５名の報酬979万円というふうになっております。 

 成果と課題でございますが、介助員を配置したことで、やはり個に対

応するきめ細かな教育活動を展開することができ、保護者からも安心を

していただいているという状況がございます。それから、就学指導委員

会の方は、医師、保健師、県立特別支援学校の教諭を委員に委嘱をいた

しまして、専門的な視点からアドバイスをいただき、適正な就学指導が

できたというふうに考えております。 

 課題でございますが、やはり今後ますます、特別支援教育に関する法

改正もありまして、充実が求められておるわけで、教育介助員、それか

ら特別支援学級の担任等々の専門的力量を向上させる取り組みをしてい

く必要があります。また、学校においても特別支援教育のコーディネー

ターの養成を図って、学校体制全体として特別支援教育を推進していく

必要があります。これは県の事業でありますが、巡回相談事業、そして
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スクールカウンセラー配置事業を活用して、ますますの教育相談体制の

充実を図る、そういった必要があるというふうに考えております。 

 学校教育課は以上でございます。 

○山本委員長  続いて、箕越生涯学習課長。 

○箕越生涯学習課長  それでは、生涯学習課に関します主要事業の説明をさせていただきま

す。 

 平成18年度の基本方針としまして、４つの柱を立てまして取り組みを

していきました。 

 まず、第１番目にコミュニティーのあるまちづくりでございますが、

21世紀社会の社会的・経済的要請にこたえる、主体的で自立した人材育

成、地域リーダーの育成を図るため、国際理解教育の推進を図る事業を

実施し、また、青少年教育の拠点施設となる安芸高田少年自然の家の開

設に向け、少年自然の家の利活用計画を作成するとともに、今後の施設

の基本的事項を検討、協議し、基本計画を策定するため検討委員会の委

員さんを委嘱し、会議を開催をしてきました。 

 次のページをお願いします。 

 実施内容でございますが、国際交流事業といたしまして、ニュージー

ランド交流事業、決算額は404万7,812円、姉妹町でございますニュージ

ーランド・セルウィン町に中学生を12名、市民８名を派遣し、交流を行

いました。また、逆に５名の訪問団を受け入れまして、民泊等を通じ、

交流を深めました。シンガポール交流事業につきましては、決算額102

万4,430円、概要でございますが、シンガポール・メイフラワー中学校

に中学生８名を派遣し、交流を行い、また、26名の訪問団を受け入れ、

民泊等を通じて交流を深めました。日韓青少年交流事業でございますが、

決算額20万7,000円、韓国から38人の青少年を中心とした訪問団を受け

入れまして、民泊交流を図ったところでございます。イの安芸高田少年

自然の家の開設準備事業でございますが、少年自然の家利活用計画策定

業務262万5,000円、これは業務委託料でございます。安芸高田少年自然

の家検討会議につきましては、委員報酬といたしまして、決算額13万円

でございます。 

 成果でございますが、地域、学校限定の事業でありましたニュージー

ランド交流事業とシンガポール交流事業につきまして、ともに市内の全

地域、全中学校に対象を広げまして、６中学すべての生徒並びに４地域、

これは旧町単位の市民を海外に派遣し、異文化の理解、英語能力の基礎

やコミュニケーション能力など、国際社会における基礎的な力の育成を

図ることができました。 

 課題でございますが、国際交流活動を全市的に推進する安芸高田市国

際交流協会の設立に向け、支援を行うことが必要ではないかというふう

に思っております。 

 次に、生き方の基盤づくりでございますが、教育の出発点でもありま

す生きる力を育成する上で重要な役割を担う家庭教育を支援するととも
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に、学校の放課後や週末にスポーツ活動や地域に根差した多様な体験、

交流活動の機会を子どもたちに提供する青少年教育事業の取り組みを行

いました。 

 実施内容でございますが、家庭教育事業でございます。家庭教育講座、

決算額69万5,218円、回数34回、延べ参加人数が2,132人となっておりま

す。また、食・遊・読実践交流会、これは広島県が掲げております事業

でございまして、これに共催をしたということにしております。決算額

11万6,689円でございます。青少年教育事業でございますが、地域子ど

も教室、決算額471万1,084円でございます。これは各種団体がありまし

て、759回の開催で、参加人数が1万2,789人でございました。 

 成果でございますが、広島県の「食べる！遊ぶ！読む！」キャンペー

ンに賛同し、食・遊・読実践交流会を広島県教育委員会とともに、市Ｐ

ＴＡ連合会の後援とともに甲田町のミューズで開催をいたしました。こ

の取り組みによりまして、地域人材を活用する中でキャンペーンの趣旨

を全市的にＰＲすることができたというふうに思っております。 

 課題でございますが、食・遊・読に関する地域活動や地域子ども教室

の活動を支援し推進するために、地域人材の育成と活用を推進するネッ

トワークづくりが必要であるかというふうに思っております。 

 続きまして、人や自然や文化を大切にする社会づくりでございますが、

郷土の歴史、史料やすぐれた文化、芸術の鑑賞機会の充実、市民の文化

意識の高揚を図り、また、人権教育におきましては、講演会や映画上映

会などを通じて、市民の人権に関する学習機会の充実に努めました。文

化財の保護と活用、伝統文化保存伝承活動の支援につきましては、日本

100名城に選定されました郡山城の整備を初め、神儀や獅子舞など、地

域の伝統文化を保存し伝承する活動を支援をしました。 

 実施内容でございますが、歴史民俗資料館の企画展、これを年３回開

催をさせていただいております。決算額は367万7,190円でございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 同じく、八千代の丘美術館の企画展でございますが、楢崎益弘洋画展

など23回、決算額は414万550円でございます。市民ギャラリー向原特別

展でございますが、和高節二寄贈作品展を特別展を開催をしております。

決算額100万3円でございます。県美展の巡回展でございますが、18年度

につきましては甲田文化センターミューズで開催をしております。決算

額36万9,094円でございます。文化講演会の開催でございますが、映画

上映会、決算額22万6,175円、田園パラッツォ文化ホール自主事業でご

ざいますが、241万1,000円、ＮＨＫラジオ「真打ち競演」公開録音が7

万1,610円、文化講演会109万5,579円でございます。また、子どもを対

象にした文化・芸術事業でございますが、歴史民俗資料館の絵画コンク

ール、文化財を描こうということで開催をしております。決算額9万

4,530円、これは市内小学校の４年生から６年生の児童を対象に作品を

募りまして、審査、表彰、展示を行ってきました。八千代の丘美術館児
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童生徒自画像展でございますが、決算額56万3,800円、これもやはり市

内の小・中学校の児童を対象に自画像の作品を募り、展示を行ってきま

した。八千代の丘美術館入館作家出前教室、決算額ゼロでございますが、

これは作家さんのボランティアということで開催をさせていただいてお

ります。市内幼稚園、小・中学校に入館作家が出向き、絵画指導や創作

活動などの指導を行っていただきました。さわやかこども劇場でござい

ますが、これは広島県との共催事業でございまして、決算額22万4,250

円、劇団たんぽぽによる小学校公演を実施しております。 

 次のページ、人権教育事業でございますが、これは委員・職員研修と

いたしまして、２回の人権教育講座を開催をさせていただいております。

決算額5万5,000円、そして、映画上映会20万5,500円、講演会としまし

て26万800円、その下の文化財の保護・活用事業でございますが、日本

100名城郡山城整備、決算額518万6,895円でございます。これは右に掲

げてございますように、工事請負費が主なものでございます。市天然記

念物の大澤田湿原の調査委託料でございますが、これが78万7,500円、

埋蔵文化財試掘調査394万9,250円、これは埋蔵文化財の試掘に関します

業務委託料でございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 伝統文化保存伝承活動支援でございますが、ふるさと文化再興事業と

しまして、地域の伝統文化を伝承するという事業でございます。決算額

は1,042万1,845円でございます。これは用具等の整備について、獅子頭

神社神儀保存会など、10団体への支援を行っております。 

 成果でございますが、安芸高田市の生んだ日本画の巨匠、故和高節二

画伯の寄贈作品を常設する市民ギャラリー向原を開設し、このギャラリ

ーは向原支所３階の空き施設を利活用しまして、地元振興会の協力によ

り施設を運営するものでございます。安芸高田市のシンボルと言える毛

利元就の居城、郡山城が日本城郭協会より日本100名城の選定を受け、

これを受けまして、通常の管理業務に加えて、老朽した参道ぐいの整備

や100名城選定記念碑の設置などを行い、平成19年度に実施されます100

名城スタンプラリーに向けて条件整備を行ってきました。 

 課題でございますが、美術館、歴史民俗資料館の作品や歴史史料の所

蔵点数が増加しまして、保存環境の整った収蔵施設の確保が急務になっ

ております。また、文化センター機能を持つ市内の各文化施設の一体的

な管理と事業計画の調整により、今後さらに施設の有効活用を図る必要

があるというふうに思います。 

 次に、豊かな自分づくりでございますが、社会教育施設を初め、地域

の拠点施設を会場といたしまして、現代的課題を中心にさまざまな学習

機会を提供し、市民の教養の向上や生活文化の振興を推進してきました。

また、市民の生涯学習の拠点施設となる新しい図書館の開館準備に向け、

図書資料の整備なども行いました。また、市内のスポーツ施設を活用し

ながら、市民の体力づくり、健康づくりのため、既存のスポーツ団体活
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動や特色あるスポーツ活動を支援し、学校や地域総合型スポーツクラブ

など、日常的なスポーツ活動の充実を図りました。 

 実施内容でございますが、図書館、資料等の購入でございます。決算

額が269万7,814円、これは図書、雑誌、視聴覚資料等の購入費でござい

ます。読書推進事業でございますが、23万655円、これは読み語りの会

と、また、紙芝居会の実施等の経費でございます。図書館の状況でござ

いますが、これは年度末蔵書冊数、または年度末登録者数、年間個人貸

出数ということで、17年度、18年度、それぞれ比較をさせていただいて

おります。 

 次のページをお願いいたします。 

 新図書館開館準備でございますが、図書資料等の購入につきましては、

2,039万9,095円でございます。これは図書資料1万866冊、また、業務用

パソコン１台ということになっております。ＩＣタグ等図書装備料487

万6,952円、ＩＣタグ、館名シール等でございます。移動図書館車整備

52万1,821円、これは修繕料、また、自動車の重量税等でございます。

多様な学習機会の提供といたしまして、情報通信技術基礎技能講習、こ

れをＩＴ講習会と申しておりますが、決算額209万8,966円、高齢者大学

につきましては312万2,698円、市民セミナー29万7,202円、その他の教

室、講座でございますが、134万2,139円、歴史民俗資料館の公開講座に

10万3,820円、八千代の丘入館作家、これは先ほどとダブりますので、

ここは省略をさせていただきたいと思います。スポーツ、体力づくりの

推進でございますが、地方総合型スポーツクラブの推進としまして355

万4,000円の、これは補助金でございます。子どもの体力づくりの推進

でございますが、481万9,396円でございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 特色あるスポーツ活動、スポーツ大会、イベントの支援でございます

が、1,011万5,837円でございます。これは体育協会の補助金等でござい

ます。指導者の育成93万2,190円、これにつきましては、体育指導員、

協議会委員等に研修会に参加していただくと、また、指導技術や資質の

向上を図ったということでございます。 

 成果といたしまして、新図書館の図書の選書に当たりましては、司書

に加え、図書館協議会委員に選書委員になっていただきました。地域総

合型スポーツクラブにおきましては、スポーツ活動と会員相互の親睦、

交流を図る大小のスポーツ交流大会を実施しまして、スポーツを通じた

生きがいづくり、健康づくりに寄与をしております。また、地域でスポ

ーツができる環境づくりのため、スポーツ教室の開催やスポーツ団体、

イベントの支援を行い、市民の運動する機会を提供をしております。 

 課題といたしましては、高齢者大学や市民セミナーにつきまして、各

地域の事業から、市全体の事業として実施する必要があるのではないか

ということでございます。また、継続したスポーツ大会やイベントの広

報活動を積極的に行い、市民の参加を促していくという必要があろうか
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と思います。 

 生涯学習施設の維持管理でございますが、公民館や歴史民俗資料館な

どの社会教育施設、グラウンドやプールなどのスポーツ振興施設の維持

管理並びに用具等の整備を行いました。社会教育施設でございますが、

決算額5,266万1,594円、内訳は、公民館1,268万9,003円、博物館等803

万237円、その他の社会教育施設3,194万2,354円でございます。スポー

ツ振興施設、決算額3,042万2,098円でございます。主なものとしまして、

グラウンドに2,088万1,995円でございます。体育館は111万2,606円でご

ざいます。プールにつきましては841万7,497円。指定管理施設でござい

ますが、決算額1億6,536万9,057円、内訳は、八千代文化施設フォルテ

では776万9,057円、向原若者センター831万6,000円、吉田歴史民俗資料

館793万6,000円。 

 次のページでございますが、Ｂ＆Ｇ海洋センター、３カ所ございます

けれども、3,092万7,000円、吉田運動公園1,877万1,000円、吉田サッカ

ー公園4,642万5,000円、吉田温水プール4,081万8,000円、美土里総合運

動公園327万8,000円、美土里の森交流空間112万9,000円でございます。 

 成果でございますが、施設利用の公平性を確保するために、施設使用

料の統一的な減免規定の作成に取り組みました。また、スポーツ施設の

整備を行い、施設が充実し、また、ＡＥＤの設置によりまして、より安

全・安心な施設がふえたように思います。 

 課題といたしましては、同種施設の利用時間や利用手続の受け付け方

法などを統一し、一体的な管理と施設利用の公平性を図る必要があると

いうふうに考えております。以上でございます。 

○山本委員長  それでは、ここで11時10分まで休憩といたします。 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

      午前１０時５６分 休憩 

      午前１１時１０分 再開 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

○山本委員長  休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

 松村委員。 

○松 村 委 員  主要施策の方の176ページの適応指導教室の運営いうことなんですが、

課長さんの方から詳しく説明をいただきまして、大変成果が上がってい

ることを伺ったわけですが、けさの中国新聞を見ましたところ、トップ

のところで、北海道大学の教授が調査した結果によると、中学生、中学

１年生が１割のうつ、躁うつというふうな見出しが出まして、今は社会

背景というか、やっぱりそういう中で、大人も含めていろんなストレス

がたまるとか、いろんな犯罪も多くある中で、そういう全域的な、本市、

今現在はあすなろ教室では小学校３人と中学校９人、それで、学校の方

へも出かけるようになって成果が上がっとるいうことなんですが、課長

さんの終わりの方にちょっとつけ加えていただきましたのが、今現在の
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この子どもさん以外にも幾分そういう気配がありながら、どこか、ここ

で、あすなろでなしに、よその施設へ行っておられるということだった

のかどうか、そこらあたりが全国的に今そういう傾向が子どもの中にも

影響しておるという中で、本市の小・中学校、そこらあたりの全体的な

空気と、それから、けさ言われた、今、あすなろへは来ておられないけ

れども、そこらの動きというか、そこのところをちょっともう一度お願

いします。 

○山本委員長  答弁を求めます。 

 大下学校担当課長。 

○大下教育総務課担当課長  18年度の小・中学校の不登校児童生徒の状況でございますが、あすな

ろへ通っている子どもを含めて、全部で51人という数字が出ております。

あすなろに行っている子どもは12名ということですが、この不登校の定

義がずっと常時ですね、常に学校に登校しないということではなくて、

年間30日以上という定義がございまして、行ったり行かなかったりとい

ったような状況の子どもも含めまして51名ということでございます。 

 18年度において、17年度と比較したときに増加をいたしました。いろ

いろ背景の分析をしましたけれども、この不登校の問題にかかわっては

個々の状況が大変さまざまということなんですが、やはり友人関係がき

っかけになったりとか、それから、家庭の状況によって転校しなくては

いけなくなったときの不適応であったり、そういったようなことで、現

在、18年度は51名という数字を上げております。 

 他の施設へ通っている子どもはおりません。以上です。 

○山本委員長  よろしいですか。 

 松村委員。 

○松 村 委 員  それでしたら、今説明をいただきましたような年間30日以上という

のが基準でなるわけですが、その瀬戸際のところというか、そこらで、

あすなろ教室へ今度かわって行きたいとか、行かせようとか、来てくだ

さいとかいう、そこらの決め手は、あれは本人とか家庭、保護者、そこ

らが対応をされるんでしょうかどうか、ちょっと済みません。 

○山本委員長  答弁を求めます。 

 大下学校担当課長。 

○大下教育総務課担当課長  適応指導教室への在籍につきましては、中心的には校長がといいます

か、その学校が、担任も含めて、保護者、それから本人と対応して、校

長が入所許可といいますか、それをするような規則になっております。 

 つまずいたときに適応指導教室を紹介をして、適応指導教室に、２カ

月なら２カ月とか、３カ月なら３カ月いて、またエネルギーを取り戻し

て、元気を取り戻して学校に復帰をしたという例もあります。それもす

べて学校、中心的には学校と保護者、児童生徒の話の中で入所を決定を

いたします。うちの指導主事ももちろん一緒にかかわらせていただきま

すし、ケースによっては社会福祉課の皆さんともケース会議を開くこと

もございます。以上です。 
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○山本委員長  松村委員、よろしいですか。 

 川角委員。 

○川 角 委 員  済みません。２点ほどお伺いをいたします。 

 成果に関する説明書の中で、170ページの学校施設ということがある

わけですが、その中で表がありまして、一番上の耐震化の関係があって、

412万6,500円が決算額になっておるわけで、吉田小、吉田中、向原中、

それぞれ調査業務ということで行われておるわけでございますが、その

結果についてどうだったんかと。それで、それに伴ってその工事がどの

程度必要なのか、その業務において指摘され、あるいはそこらの関係が

どのようになっておるのかいうことで、この業務調査に基づく今後の対

応ということはどうなっておるのかいうことをひとつお聞きをいたした

いのと。 

 それから、182ページのところで、伝統文化保存伝承活動支援という

ことがございまして、1,042万1,845円というのが決算額になっておるわ

けでございまして、これで見ると10団体ということでございますので、

１つの団体が約100万円ぐらいの補助ということであろうかと思うんで

すが、これは書類でなくて口頭でよろしゅうございますので、それの10

団体のこういうものがあるんよということを教えていただければという

ふうに思います。１団体100万円以上ということになればかなりな補助

になりますので、そこらが他の団体との果たして整合性があるのかどう

かというのも問題があるんじゃないかというふうに思いますので、そこ

について、団体でこういうことで出ておるんだということの説明をいた

だきたいと質問をいたします。以上です。 

○山本委員長  答弁を求めます。 

 大野主査。 

○大野教育総務課主査  施設係の方から、18年度に行いました今の耐震化対策ということで、

吉田中学校と吉田小学校の耐震化の耐力度調査ということで、17年に行

いました優先度調査の結果に基づきまして、２校を選定して調査をして

おります。 

 その結果につきましては点数で出ておりますけども、吉田小学校につ

いては3,000点台、これは点数でいいますと3,000点台の前半ということ

です。３つに分かれておりますので、個々の点数をいいますと、エクス

パンションで３つに分かれておりますので、建築年度の若干の違いによ

りまして3,309点と3,116点と3,536点。国の補助基準に基づきますと、

これは5,000点以下であると危険となるということで、その基準を下回

っておるのが実態です。 

 今後の工事につきましては、具体的にはどの辺をどのようにというこ

とはまだ今現在検討中でありますけども、総合計画の実施計画の中には、

来年以降順次、今の優先度調査に基づいた工事ですよね、それを計画し

ております。 

 中学校につきましての結果ですけども……。 
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○山本委員長  もう少しちょっと大きい声で言うてみてください。 

○大野教育総務課主査  中学校の方の結果ですけども、こちらもエキスパンションで２つに分

かれておりますので、１つが4,216点、もう一方が3,612点という結果が

出ております。これも同様に、工事の方は、具体的にはどの辺をどのよ

うにということはまだ現在検討中であります。以上です。 

○山本委員長  続いて、箕越生涯学習課長。 

○箕越生涯学習課長  先ほどのご質問の伝統文化保存伝承活動支援ということでございます

が、これは国から、安芸高田市のふるさと文化再興事業安芸高田市実行

委員会という実行委員会がございまして、そちらの方へ直接補助金とし

ておりまして、その10団体へ対して支援をしてきたという内容でござい

ます。団体は、ここに書いてございますように、獅子頭神社神儀保存会、

これが85万8,000円、男山神社神儀保存会が15万円、埃ノ宮神社神儀保

存会61万6,200円、宇佐神社神儀保存会が96万8,500円、横田獅子舞保存

会85万2,500円、本郷獅子舞保存会90万5,000円、大土山田楽団86万

8,500円、春日神社神儀保存会282万円、原田はやし田保存会130万7,250

円、八千代神楽団102万3,750円、その他、この実行委員会に係ります旅

費とか謝礼が含まれて、1,042万1,845円となります。以上です。 

○山本委員長  川角委員。 

○川 角 委 員  耐震化の関係については答弁をいただいたんですが、3,000点ですか、

何か基準があって、5,000ないと県の補助は、国ですか、県ですか、受

けられないという答弁であり、また、中学校の方も4,000点というよう

なことで、やっぱり5,000にはちょっと至ってないと。ぎりぎりのとこ

ろだろうと思うんですね。それから見るとかなりその危険度というのは

あるのではないかというふうに認識するわけですが、そこらで、ただ、

国の補助基準は下回っておるからいいよという部分じゃあ、なかなか安

心して子どもが勉強できる状況にないんではないかというふうに思いま

すので、これはこれから十分検討されることではあろうとは思うんです

が、この検査結果を十分とらまえて、今後の一つの補修計画いいますか、

そこらを早急に立てられる必要があるんじゃないかというふうに思うん

ですが、来年度ぐらいからひとつ取りついていくという答弁もあったよ

うなんで、そこらはひとつ、せっかくこの調査もされたわけでございま

すので、これを生かして、具体的に補修計画をしていただきたいという

ふうに思います。 

 それから、さっきの文化の保存の支援事業でございますが、これはさ

っき聞きましたらトンネル事業だということで、市の経費は持ち出しに

なっちゃおらんというようなことで、無形文化財になっておるのかなと

いうふうに思うんでございますが、中には200万というような多額なも

のも出るところもございますし、少額のものもあるわけですが、団体的

には大体10団体ぐらいということで、ここへ書いてあるとおりであるよ

うでございますので、これはそういうことであるのなら、もう高田市の

単独の予算ということではないので、いろいろここに選定された理由と
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いうのがあるだろうと思うんですね。 

 ですから、それはここでどうなんだということにはいかないと思うん

ですが、そういうことで、一応これはトンネル事業で10団体でというこ

とでひとつ理解をさせていただきましたが、やはり市としてはこれらの

中へまだ含まれるものがあるのではないかと。あるいはまた、これらも

衰退して余りやっておられないところへある程度出ておるものもあるん

じゃないかというふうには思うんですね、現実として。そこらが、やは

り市の一つのそれは対応としてされるのか、もう全然その余地はないの

か、その点について最後お聞きしたいというふうに思います。 

 以上でございますので、答弁を求めます。 

○山本委員長  答弁を求めます。 

 暫時休憩します。 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

      午前１１時２６分 休憩 

      午前１１時２７分 再開 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

○山本委員長  再開いたします。 

 箕越生涯学習課長。 

○箕越生涯学習課長  先ほどの質問でございますが、これは国の委嘱事業ということで先ほ

どご理解をいただいたと思うんですが、確かに他の団体というのはたく

さんございます。基本的には地元でこういったものは管理をしていただ

くということでお願いをして、市の財政等のこともございますので、こ

ういった金額の大きい国の委嘱事業等がございますので、こういった事

業をフルに活用をしていきたいというふうに考えております。 

○山本委員長  益田教育次長。 

○益田教育次長  先ほどの耐震化の今後の計画でございますが、現在、実施計画の５年

計画を、調整を旧自治振興部の方で作成をしております。その中へ、平

成21年度から一部調査に入りまして、22年度ぐらいから実施ということ

で、６年間で、今対象となっております12校を10億2,200万円の計画で

大規模改修等をやっていきたいというような計画で、現在、実施計画の

方へ掲載をいたしております。以上でございます。 

○山本委員長  ほかに質疑はありませんか。 

 赤川委員。 

○赤 川 委 員  先ほどの松村委員の質問された関連で、１点ほどお伺いいたします。 

 まず、不登校児童が51名ということでございましたが、18年度につい

ては小学校が何名、中学校が何名、また、あすなろ学級に12名というこ

とでございましたが、その中で改善が見られたということでございます

けれども、何名、学校復帰をされたのか。まず、そこらあたりをお伺い

いたします。 

○山本委員長  答弁を求めます。 

 大下学校担当課長。 
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○大下教育総務課担当課長  18年度におきまして、不登校児童生徒の数でございますが、小学校が

12名です。中学校が39名。計51名というふうになっております。 

 18年度のあすなろ学級に在籍している子どもで、改善が見られた具体

的な例というご質問でございましたが、３年生が３名おりまして、３年

生につきましては、あすなろでの進路指導、学校での進路指導も含めて、

３名ともそれぞれ、いろいろなところへですけれども、進学というか、

いたしましたし、また、復帰の方いたしました。それから、100％では

ないですけれども、18年度に在籍しておりました子どもで、例えば卒業

式に出ることができたりとか、あるいは19年度に入って学校に復帰をし

て、今現在学校の方に通っている中学生でありますとか、そういったよ

うな個々の状況の中で、具体的に状況をもう少しお伝えした方がよろし

いでしょうか。 

 19年度、学校の方に復帰をしております者が、18年度在籍しておった

子どものうち、小学校が１名、中学校が２名、これもまた時々あすなろ

の方に戻ってきたりしておりますけれども、学校の方に復帰をしており

ます。そういったような個々の状況の改善が見られます。以上です。 

○山本委員長  赤川委員。 

○赤 川 委 員  改善が見られたという成果をお聞きいたしたわけでございますけれ

ども、本当に喜ばしいことだと思いますが、そういった中で、昨年が不

登校児童生徒の数が恐らく35名だったと思いますが、今年度が51名と、

大幅に増加をしておるということの中に、ここの課題の中にも書いてあ

りますように、市全体では不登校児童生徒が増加の一途をたどっておる

ということでございますが、安芸高田市として今後の具体的な構築をと

いうことが書いてありますが、安芸高田市だけの問題ではなく、社会全

体でそういう増加傾向にあるんだろうか、あるいはまた、安芸高田市と

して、ここはこのように改善すべきだというところがあれば、ひとつお

聞かせいただきたいと思います。 

○山本委員長  大下学校担当課長。 

○大下教育総務課担当課長  全国的な傾向、それから県的にもそうですけれども、大体不登校状況

は、県にしても、全国にしても、横ばいでございます。17年度から18年

度にかけて、さほど大きな変化は見られません。 

 市において増加をしたということの背景でありますが、これは18年度

に結果的に数字はふえておりますけれども、少しずつやっぱり増加をし

てきているというのがあります。友人関係のつまずきという理由が一番

多いですし、先ほど申し上げたように、家庭の状況で転校してきた子ど

もの不適応ということがございます。あわせまして、やはり小学校から

中学校に上がるときに随分数がふえているという分析もありますので、

19年度以降の、今現在やっているわけですが、具体的な対策といたしま

して、最重要教育課題というふうに教育委員会としても位置づけまして、

生徒指導主事連絡会というものを月に１回、全小・中学校の生徒指導主

事、生徒指導を担当しておる者が集まりまして情報交換をいたしました
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り、それから教育相談の専門家を呼んで研修会を行ったり、それから、

小学校、中学校の滑らかな連携といいますか、それが不登校対策には非

常に大事でございますので、小学校、中学校が、中学校区単位でブロッ

ク会議を月に１回開いて情報を共有していると、そういったような会議

を４月以降毎月開いてやっております。 

 十分な成果が、今、半年行いましたけれども、それじゃあ半減をした

かと、不登校の子どもが全部改善をして学校復帰をしたかというと、そ

のような成果にはまだつながってはおりませんけれども、本当に学校側

が同じ意識を持って子どもに対応していくということについていえば、

随分共通認識というものがこの会議によって図られたというふうに思っ

ております。以上でございます。 

○山本委員長  赤川委員、いいですか。 

○赤 川 委 員  十分です。 

○山本委員長  ほかに質疑はありませんか。 

 加藤委員。 

○加 藤 委 員  171ページの学校給食調理場再整備事業というので説明を受けたんで

すが、これは調査研究、業者に委託していろいろ調査もされておるよう

ですし、学校給食担当会議ですか、それも何回もやっておられて、その

結果、基本方針、それから施設の整備の方向性を明確にしたというふう

に発表があったんですが、その中身について、どういうことを、どうい

うふうにされようとしとるんか、お聞かせ願いたいと思うんですけれど

も。 

○山本委員長  答弁を求めます。 

 佐藤教育長。 

○佐藤教育長  検討会議での内容につきましては、前にこの議会の方で報告をさせて

いただきました。それで、今年度はその基本的な方向について答申をい

ただきましたので、具体的にどうすればよいかということについては教

育委員会会議で決定をして、中学校について実施をするか、あるいは１

つにするか２つにするかというようなことについては結論を出そうとい

うようなことで、教育委員会会議の方ではその中身についても、視察に

も行って帰りましたし、検討を進めとるということでございますので、

先ほど課長が説明したときに、平成22年度供用開始ということを一つの

目標にしながらこの答申の中へ出ておりますから、そのことについては

尊重していきたいと、このように考えておるところでございます。 

 ただ、いろいろ意見が出ましてね。答申の中では、中学校の給食につ

いてはぜひとも希望者が多いからやってほしいということがあるんです

が、実際、いろんなところで聞いてみますと、中学校で本当にそこまで

された方がよいのかどうなのかというような声もいろいろ入っておって、

課題としてはあれです、給食費の未納ということが学校にとっては大変

大きな負担になるというようなことも、やっとるところから聞いている

わけですが、方向性としては中学校でも全校実施という形で答申が出て
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おりますので、尊重していきたいというようには思っております。以上

でございます。 

○加 藤 委 員  はい、ありがとうございました。 

○山本委員長  ほかに質疑はありませんか。 

 岡田委員。 

○岡 田 委 員  教育というのは、なかなか説明を受けた中で、数字的に出てくるの

は不登校の問題とか、それから学校の修理とかいうのはあるんですが、

ただ、安芸高田市としての合併して４年目を迎えてのどういうのか、生

徒の動向とか、例えばですよ、合併するまでに各町の小学校から地元の

中学校へ行く人数がどうなったとか、それから、中学校から地元の高等

学校の入学がどうなのか、そういう関係もね、やっぱり社会的な情勢が

安芸高田市の教育にどうかかわっているのかいうのも、まずどのように

総括、まだ総括まで行かんかもわからんが、合併して４年目を迎えてど

のようにつかんでおられるのか、まずひとつお聞きしたいのと。 

 不登校の問題では数字的にややふえとると言われるんですが、やはり

全国的に停滞と言いますが、私はやっぱり人口が全国的に減りようる中

で、安芸高田市でいや、地域での子ども会だけ一つ見ても、１つの集落

で子ども会が消滅したり、運営がいけなくなっているのが実態なんです

よね。そうすると、随分昔まで戻ったってしようがないんですけども、

どんどんどんどん子どもがふえていきようる時代とは、あながち地域と

の密着する数が少のうなっとる、子どもの環境がね。ですから、開かれ

る学校とかＰＴＡ活動は、割と盛んに、今、どこの学校でもやりよって

です。 

 ただ、先生方の環境が物すごい忙しいようなんですね、たまたまちょ

こちょこのぞいてみると。というのが、限られた学校だけしか私は知り

ませんけども、どこでも同じと思うんですが、今の親と学校との関係を

考えてみますと、注文が物すごくあるんですね、学校へ、いろんな関係

で。例えばですよ、一つ、写真をいろいろ遠足なら遠足へ行って撮るじ

ゃないですか。その写真をこう廊下なら廊下へ張ると、もうおじいちゃ

ん、おばあちゃん、おやじも見に行くと、そこの家族で。それで、お母

さんかお父さんかどっちかが、何であんた、一番端っこばかりで写っと

るのとかね、先生、どうしたのいっての、まあ我々から考えりゃあ考え

られんようなことがね。 

 地元の学校だけじゃないんですよ。どこで話聞いてもそういうような

話が、考えられんような仕事がふえとるというような、先生方の環境も

非常に変化しとるというようなことを考えますと、教育いうのは目に見

えてこないんですよね、どこまで生徒が正しく学校へ行っとるかと。そ

れをはかるのは、不登校がふえたら、一応、学校がおもしろうないんだ

ろういう、数字的にはそこをつかむようになるんですよね。それで、決

算からいや、その金を使うたのがどこまであらわれてくるのかいうこと

しか見えんませんから。 
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 不登校の問題で、この安芸高田市が障害者自立支援法ができて、これ

は福祉の問題で一つは方針案をつくられましたけども、その福祉との関

係の障害者自立支援法との関係で不登校の関係を分析されるか、お話を

されたのか。２点目をお伺いいたします。以上です。 

○山本委員長  答弁を求めます。 

 大下学校担当課長。 

○大下教育総務課担当課長  ２点のご質問というふうに承りました。 

 １点目につきましては学校教育の総括ということで、大変大きなご質

問をいただいたと思います。明確にお返しができないかもしれませんが、

義務教育というのは、やはり、北海道にいても、沖縄にいても、安芸高

田市においても、東京にいても、身につけさせなければならない基本的

なことというのはどこにいても一緒で、だから、義務教育の水準化とい

うのは図っていかないといけないというふうに思いますので、そういう

ことでいいますと、安芸高田市においても、知・徳・体の基礎・基本の

徹底ということは外さずにやってきたつもりでございますし、そういう

ことは定着をしつつあるというふうにとらえております。 

 ただ、安芸高田市には安芸高田市のよさというものがありまして、こ

れは19年度に入ってからの全国的な意識調査の中で判明したことなんで

すけれども、例えば近所の人に出会ったときにあいさつをしますかと、

そういう質問がですね、全国でいいますと、小学校２年生から中学校３

年生まで大体80％前後でありますけれども、安芸高田でいいますと、中

学校３年生でも90％があいさつをするというふうに答えている。それか

ら、地域の行事に参加をしますかという問いに対しても、中学校３年生、

全国でいえば30％なんですが、安芸高田でいえば49％が肯定的に答えて

いる。そういったように、安芸高田には安芸高田のよさというか、安芸

高田でこれまで伝統的に定着をしてきたもの、そして、さらにこれから

大事にしていかなきゃいけない、そういう地域の教育力というものがあ

るのだなと、データを見ただけでも感じたわけですけども、そういった

ようなところを、今後お力をおかりしながら教育を進めていきたいとい

うふうに思います。 

 先ほどの地元中学校、地元高校への進学ということで、今、手元に具

体的なデータは持ち合わせておりませんで、明快にお返しすることがで

きないことをおわびしますが、私の今の本当に大まかな総括というとこ

ろで、安芸高田は安芸高田のやはり特色、大事にしていくものをこれか

ら育てていかなきゃいけないなということを思います。 

 また、保護者対応でありますけれども、ご指摘のとおり、本当に保護

者の学校への要求というのは多種多様でございます。対応にくたびれて、

教員の方が疲弊をしているというような状況も実はございますが、対応

において、やはり地域振興会の役員さんでありますとか、地域の学校評

議員さんでありますとか、そういう方にお力をおかりして乗り切ったと

いったような例もありまして、ぜひ今後もそういうお力をおかりしたい
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ということを切に思います。 

 お答えになってないですが、１点目についてはそうで、２点目につい

ては、特別支援教育の問題を障害者自立支援法と絡めて考えていったか

というご質問だったと思いますけれども、一人一人の特別支援教育対象

児童生徒の状況につきましては、福祉課の方あるいは保健医療課の方等

とケース会議を開くことが多うございます。法律を絡めて考えているか

というと不十分ではありますけれども、そういった個々の例については

連携をとって協議をしておるという状況です。 

 お答えになりましたかどうか。以上です。 

○山本委員長  岡田委員。 

○岡 田 委 員  学校の先生が忙しい言うのは私だけじゃないと思うんですが、いろ

いろなところで聞かれただろうと思うんですが、一般会計の予算や決算

を見ましても、この母子家庭とか一人親家庭いうのがその扶助費の問題

でふえていくいう形でありますから、当然学校の子どもを持っておる親

がそういう傾向の安芸高田市にも出てきとるというように私は思えて。

それだけではないですけどね、扶助費は。いうことになると、やっぱり、

何十年前の話はさておいて、最近はそういう動向が多いいうのも、全国

的にもそれらは多ゆうなっております。 

 ですから、先ほどの説明でも、不登校の問題では、家庭の問題とか、

お父さんの転勤の問題で、中学校に行くときに云々いうのがありました

けれども、いろんな形で社会的に複雑になっている昨今ですから、そう

いう数字がね、安芸高田市でどういうようにカバーしてそれを防ごうか

いうても、なかなか難題の問題と思いますよ。 

 きのう、おとついですか、球技大会があったんですが、中学校でね。

今さっきも休憩のときに話をしておったんですが、どこの６校の中学校

でもこのクラブの違いが皆あって、例えばハンドボールは、きのうたま

たま遊びに来とった子が、ハンドボール部へ入っとるんじゃ言うたら、

ないんじゃ、私のところはちゅうて言いようりましたけども、そういう

クラブが、しようがない面はありますけども、生徒数が少なかったらや

はりクラブ活動にも大きく影響するということは、知・体・徳の、安芸

高田市のそれだけの持っとる体の方がね、いろんな形でカバーをしよっ

ても、やっぱりおくれるんじゃないかと。その点では、人口減について

は、教育長としても私の一存ではいうことはありましょうが、教育長か

ら、人口が減ることについての教育の効果が、相乗効果がどういうよう

に影響があるか、お伺いいたします。 

○山本委員長  答弁を求めます。 

 佐藤教育長。 

○佐藤教育長  大変難しい質問を言われましたので答弁に困るところがございますけ

れども、私の思いとしては、初めに教育長としての思いを言わせていた

だきましたが、改革、改革、常に改革ということを国の方が言うんです。

しかし、先般私は宮崎で全国の教育委員の研修会に行きましたら、東国
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原知事が出てこられまして、私は一番うれしいことがあると。それは、

会った子どもがあいさつをしてくれると。あいさつはやっぱり人間とし

て、生きるための一番根幹になるところであって、そこらのところをお

ろそかにしてから学力、学力といっても、本来義務教育の中でなされる

ことが何なのかということを見間違うというようなことがないようにし

ていただきたいという話をされまして、うん、確かにそうだなという思

いをしましたが、課長の方から、全国どこでもある一定の学力をつけて、

そして、社会に出たときに困らないようにするというのが義務教育の中

で最も大切にされるものだという、知・徳・体の基礎・基本の徹底と、

口が酸っぱくなるほど言っております。 

 その知・徳・体の基礎・基本の徹底を図るためには、まずは第一番に

は、その成果が市民の人に理解をされるということが一番だろうと思う

んですね。それが一番先に言われるのが私はあいさつだと思うんです。

そして、学校へ行ったときに、学校が本当に汚れて、会っても、子ども

たちがすれ違ってもあいさつもせず、廊下はほこりまみれだと、花壇は

草まみれだというようなことがないような教育を通しながら、安芸高田

の教育は落ちついていると言われることを通しながら、信頼性のある学

校づくりということを私はやっていく必要があるのではないかというふ

うに思うんです。 

 ですから、他の教育委員会を見ておりますと、２学期制を取り入れて

変化をやるんだというようなことを言っております。それは学校から出

ているのではないんですよ。教育委員会の方が２学期制をやったらどう

かという形で積極的に進めておるんです。確かに授業時間数等について

の効果はあるだろうと思いますし、変化もあると思いますが、私自身は

校長にはこう言っとるんです。よそが２学期制をやったら、自分も２学

期制をしないといけないと思って２学期制を取り入れてくれなくてもえ

えと。本当に校長が学校教育で効果があるというように自信を持ったら、

それはやってくださいと。ただ、それだったら何もしない方がええとい

うことになるので、そうじゃなしに、教育委員会としては、必要なとき

にはこういうことについて職員と一緒になって考えてもらいたいという

ことについては話をするから、そこは謙虚に耳を傾けてもらいたいとい

うように話をしておるところであります。 

 学校は地域によってもいろいろ違いはあると思いますが、卒業式に行

っみていただいて、卒業式で何年か前の卒業式と今の子どもたちの卒業

式の姿を見てもらえば、大体１年の集計がそこに出ておるというように

ご理解いただきたいと思うし、そのことを市民にも知っていただいて、

親戚の方が、ああ、どこへ行こうかな思ったときには、皆さん方の力を

かりて、安芸高田に住んでもらうようにお願いしたらというように思い

ます。以上でございます。 

○山本委員長  ほかに質疑はありませんか。 

 塚本委員。 
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○塚 本 委 員  172ページに関しまして、特色ある学校づくりということで、各学校、

それぞれの地域の教育力をかりてという大下課長の説明がありましたけ

れども、私は、これはこの決算とは直接は関係ないんですけれども、そ

うした特色ある学校づくりに地域一体となって教育に励んでおるわけで

すけれども、指導者の状況からいえば、例えば学校長にしても、地元か

らではなしに、遠方から来ておられるというような状況があるわけです

よね。教職員においちゃ、ふるさとを思う心があるかというところを見

たときには、非常に薄い、地域に溶け込めない教育環境にあるんじゃな

いかというふうに思うんですね。 

 そこらの職員採用といいますか、その点はどのように考えておられる

んか。私どもでは考えられないようなことが、実際、教育の現場ではあ

るわけですよね。それは先生の色をつけるわけじゃあありませんけれど

も、やはり地域に密着した教員がおってこそ、地域の教育ができるんじ

ゃないかというように思うんですけれども、その点はどのようにお考え

なのか。教員の採用のことなんで、ちょっと非常に難しい質問かもわか

りませんけれども、やはり地域を知っとる教育者が教育をしていくとい

うのが僕は基本じゃないかというふうに思うんですけれども、その点を

お伺いします。 

○山本委員長  答弁を求めます。 

 佐藤教育長。 

○佐藤教育長  教員の採用ということで、大変大きな課題になっておりますけれども、

県北、安芸高田を含めまして、山県、高田、そして備北管内、島嶼部と

いうところについては、実際にそこの出身者が少ないということもござ

います。しかし、職員の採用に当たっては地域採用ということはできま

せんので、一律に一応試験は受けて、それで合格した者が教員になれる

ということなんでありますが、最近はどのような状況になっております

かといいますと、その地元の出身が初めから地元に配置するんでなしに、

これは地元以外のところに配置をして、そして、新採用というのは４年

目でなければ基本的には異動はできないというふうに県の異動方針の中

で決まっておりますから、４年たったならば、そこから他の地域にかわ

って採用される、配置がえされるという形になっておるわけであります。 

 ですから、１番は、地元の子どもが教員になれるだけの学力をつけて

いかないといけないということです。２つ目は、やっぱり安芸高田で仕

事をしたいというような希望がたくさん出るような取り組みをしていか

なければならないということがあるんです。 

 具体的に今の現実の学校を見ておりますと、安芸高田市内でも管理職

につきましては、約半分は市外の人が管理職で来ておるというような状

況になっておりますが、これは管理職については、例えば教頭から校長

になるときは、基本的にはその地域ではなしに、他の地域を経験をして

それから帰ってくるというように、県の異動方針でそのようになってお

りますし、広域交流あるいは校種間交流ということを積極的に進めると
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いうような県の方針を立って、その中で進めておるということでござい

まして、安芸高田市だけでなしに、基本的にどこのところも地元の校長

がすべて地元におるという、何年か前の状況にはなっていないというの

が問題なんです。 

 それで、そのことについては、例えば昨年の豪雨がございましたが、

そのようなときに、小・中学校は避難場所に指定されとるというような

ことがあるんですよね。そしたら、そのかぎを管理しとるのは、基本的

には、委託をしとるところもございますけれども校長が、そういうふう

なことがあったときには管理職がおらなくてはならないということがあ

りますので、大変そういう点で困っておるということについても県の方

へ話をして、やっぱり県立学校と義務の小・中学校の違いということか

ら、可能な限り地元の管理職を地元に帰ってきてもらうというような方

向での、市の教育委員会としても県の方へお願いをしていきたいと、こ

のように思っております。 

 逆に、意外と、市外からフレッシュな感覚の人が来てくれたために、

よどんでいた空気が変わってくるということもあるんですよ。私は、そ

ういういい面もあるんだということも理解をしながら、市の中で教育委

員会のコントロールということも図っていかないとならないのではない

かなという責任を感じておるところであります。以上でございます。 

○山本委員長  質疑の途中ですが、この際、13時まで休憩いたします。 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

      午後０時０１分 休憩 

      午後１時００分 再開 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

○山本委員長  それでは、休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 塚本委員の質疑の途中でしたが、塚本委員、どうですか。 

○塚 本 委 員  ちょっと質問が決算よりかけ離れたところの方へ行きましたけれど

も、特色ある学校づくりということで、地域一体となって学校教育、そ

れぞれの地域でやっているわけですけれども、私の言いたかったのは、

やはり先生方にもそこまで地域の状況が本当はわかってもらっているの

かなというのが、非常に課題があるわけですよね。ですから、地元の学

校の状況というのはそれぞれありますので、その具体的な例はなかなか

言いにくいんですけれども、やっぱりどういいますか、本当、その地域

で生まれ、地域で育った、そういう先生方にいてほしいという気持ちが

私の中にはありますので、教育活動の中に特色ある学校を目指すという

て書いてあるので、できればそういうところへの配慮もしてもらえれば

なという思いがありましたので、質問をさせていただきました。 

 以上です。 

○山本委員長  ほかに質疑はありませんか。 

 今村委員。 

○今 村 委 員  何点かお伺いをいたします。 
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 成果表におきまして、子どもの体力づくりを何校かで、あるいは何町

かで進めてきております。これは多分３年目に18年度が入るんだろうと

いうふうに思っておりますが、これの成果と、今後どういったような形

でこの事業を生かしていくお考えがあるのか、あるいは３年たった段階

でどのような成果が見られたのか、ご報告をお願いをしたいと思います。 

 次に、これまで学校間ごとに特色ある学校経営ということで学校づく

りが行われてきましたが、ここに来て、いわゆる安芸高田市としての特

色ある教育をより一層進めるという視点が必要だというふうに総括をさ

れております。このことは、これまでとられてきた特色ある学校づくり

と、今度は市としての特色ある教育のあり方が一つの課題だろうという

ふうに思うわけですが、このことが各学校間でどういったようなことが

課題になっておるのか、協議をされておるのか。そしてまた、そういう

ことを、特色ある教育を市全体の問題としてとらえるということである

ならば、教育委員会として、今後その基本的な考え方はどういうような

方向にあるのか。そこら辺についてお伺いをし、あわせて、教育目標と

の関係におきまして、学校評価あるいは自己評価、そういったことが当

然必要になってきますが、その事業評価の成果の測定に、事業評価の工

夫が必要だというふうにも総括をされております。そのことがどういっ

た形で今後評価をすることが適正であるというふうにお考えなのか、そ

こら辺のご見解をあわせてお伺いをしたいと思います。 

 次に、生涯学習の方の関係でございますが、これまで子どもの体力づ

くりの中で子どもの健康づくりあるいは体力づくりを行ってきたという

ことでございますが、市の方向とすれば、この健康づくりについて、や

はり福祉保健部と連携をした形での事業効果が望まれるというふうに思

うわけです。そこで、教育委員会と、それから福祉保健部との事業連携

について、どのような形でとられてきて、また、今後の問題として、例

えば施設利用についてもいろんな便宜上の問題もあろうかと思いますが、

そこら辺が、庁舎内で総合的に、今後いかなるこの健康づくり対策につ

いて行われるべきだというふうに教育委員会としてはお考えがあれば、

その一端もお伺いしたい。以上でございます。 

○山本委員長  それでは、答弁を求めます。 

 永井教育参事。 

○永井教育参事  ただいま今村委員の方からありました１点目のご質問につきまして、

私の方からお答えをさせていただきたいと思います。 

 先ほどお話いただきましたように、安芸高田市におきまして、平成16

年度から17年度、18年度へかけまして、全国47カ所、文部科学省の方が

指定しました子どもの体力向上実践事業という、子どもの総合的な面か

ら見た体力づくりの事業に取り組みました。ご存じいただいております

ように、先ほど申しましたように、47ですから、基本的には全国都道府

県１カ所の指定というようなことに大半がなっておりましたが、本県に

おきましては、東広島市と安芸高田市、２市で取り組んだ事業でござい
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ます。 

 この事業の特色といいますのは、学校で取り組む体力づくりのみなら

ず、家庭、地域においての体力づくり、あわせて、食生活を含めた生活

面、総合的な面から取り組んでいって、子どもたちの体力を伸ばしてい

こうという事業でございました。 

 その中で、市内小学校13校ございますが、旧吉田町の３校と美土里町、

美土里小学校４校が実践校、他の９校が協力校という形で、市内13校す

べての小学校がこの事業に参加をしていったという経緯がございます。 

 １年目等につきましては、いわゆる、今、子どもたちの体力を一つ見

ていくデータとしまして新体力テストというのを実施しておるわけです

が、このデータで見まして、全国平均を上回ることはできませんでした。

これは実践校、協力校ともそういう結果になりました。といいましても、

中には、例えば旧甲田町のように、ボール投げだけは、もう全国平均も

はるかに上回るというふうな、やっぱり地域に根差したスポーツ活動を

やっておるというような成果が出た種目もございます。平均で見ますと、

先ほど申しましたように、全国平均を上回ることができなかったと。 

 17年度に入りまして、項目数的には、かなり上回るスポーツテストの

種目も出てまいりました。ただ、実践校の４校、吉田町内の３校と美土

里小学校の平均は、他の９校の協力校を上回るということにはまいりま

せんでした。 

 その中で、具体的な課題というものを整理していきましたら、全国の

平均に比べて、家庭でのテレビ視聴の時間が極端に高いと。あくまでも

これは年１回のデータに基づく数値ではございますが、非常にそのテレ

ビ視聴時間が高いということを受けまして、実践校の４校を中心に、保

護者、家庭の方へ強力に呼びかけを行っていったところです。 

 その結果、昨年度、18年度でいいましたら、96の種目がございますが、

これはすべてが96ということではなくて、１年生から６年生まで、男女

合わせて合計が96という種目数でございますが、そのうち、68種目にお

いて全国平均を上回る。パーセントに直しますと、約70％が全国平均を

上回る結果になりました。その中で、特に敏捷性等を把握する反復横跳

び等について顕著な成果が上がっておると。課題としましては、いわゆ

る50メートル走ですね、そういった瞬発力を問うような種目について、

若干まだ課題が残るというふうな結果が出てまいりました。このことを

昨年度すべての小学校、それから、中学校、高等学校につきましては、

とりわけ体育の指導教員の方へ具体的な数値等も示しまして、協力依頼

をしていったという経緯がございます。 

 ご質問にありました今後ということですが、ほとんどの学校、春、秋、

運動会あるいは体育祭は終わりましたが、ごらんいただいた中には縄跳

び運動を継続してやっておる学校があったのではないかと思いますが、

これは16年度当初から、安芸高田市における小学校の体力づくりの一つ

の柱に縄跳び運動を位置づけていこうということで、ああいった保護者、
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地域の方に公開できる場で、その取り組みの成果を問うような取り組み

を現在継続していっているところでございます。 

 あわせまして、最後になりますが、具体的には、広島県のすべての学

校で取り組みます新体力テストの結果に注目しながら、その特に課題と

されるようなところにつきましては何らかの手だてというものをですね、

安芸高田に、現在、安芸高田教育推進委員会体育部会というのがござい

まして、そことの連携を強化しながら、取り組みを具体的に進めていき

たいと考えております。以上でございます。 

○山本委員長  続いて、大下学校担当課長。 

○大下教育総務課担当課長  失礼します。 

 ２点目にご質問をいただきました特色ある学校づくり事業に関しまし

て、私の方からお答えをいたします。 

 学校間の格差というものが今生まれているのかということについては、

全くそういうふうな意味合いでこの課題を申し上げたわけではなくて、

やはり学校長が子ども、それから地域、保護者の皆さんの願いを踏まえ

て主体的に教育活動を展開するというのは、これはベースであります。

今からは各学校の時代というふうにとらえておりますので、学校長の主

体がいかに発揮をされるか、それを教育委員会はいかに支援をするか、

それはベースだというふうには考えております。 

 ただ、各学校の時代でもあるのですが、やはり安芸高田市の学校でも

ありますので、安芸高田市の教育プランでありますかがやきプランに沿

った教育活動というのをやはり各学校には求めていきたいということが

ございます。例えば協力の協に、育てるという、協育の推進であったり、

それから勤労生産の活動であったり、そういったものを、やはり安芸高

田の宝としてこれまで育ててきた子どもたちの力をさらに定着をするよ

うに、教育委員会として幾らか方向性を示していきたいと、かがやきプ

ランを示すことによって示していきたいというふうに思っております。 

 具体的に要綱が、今、事業内容ということが教育課程に位置づいてい

ることであったり、それから、教職員、児童生徒が一体となった、主体

的・創造的な取り組みが期待できるもの、保護者や地域住民との交流や

連携が期待できるものというふうな文言になっておりますけれども、あ

る程度具体的な活動を今後大きく方向性が出せるような、例えば勤労生

産的事業とか地域の体験学習事業とかいったような、具体例を示す形で、

ある程度安芸高田市の特色という方向性を示していきたいと考えており

ます。 

 それから事業評価でございますが、この特色ある学校づくり事業とい

うのは、あくまでも教育目標達成の手段というふうにとらえております

ので、教育目標が達成できたかどうか、それを評価するのが学校評価で

ありますけれども、例えばそうですね、吉田小学校でいいますと、百万

一心劇の授業であるとか、自画像をかいたりしますが、そういったもの

が吉田小学校の目指す子ども像、豊かな心を育てることにつながってい
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るかどうかといったような評価項目が学校評価表にはありますので、そ

れをこの事業評価に当てたいと、そういうふうに考えております。その

ようなつもりで、課題のところに事業評価のことを書かせていただきま

した。以上です。 

○山本委員長  箕越生涯学習課長。 

○箕越生涯学習課長  子どもの健康づくりということでございますけども、教育委員会と福

祉保健部の連携ということでございますが、福祉保健部の保健医療課と

の連携をとりながら、主要施策の方でも申し上げましたように、県教委

等の取り組んでおります食・遊・読の中の食について、食育講演会とい

うことを共催をさせていただいております。実際にこの会場に出ていた

だいて、朝食を試食をしていただくと。そういった中で、それぞれ各地

域の食生活改善推進委員さんにもお手伝いをいただきながら、ことしに

つきましては、８月11日から９月９日の間、各町１会場ずつこれを開催

をしてきております。今後もこういった連携をとりながら開催をしてい

けたらなというふうに思っております。 

○山本委員長  今村委員。 

○今 村 委 員  体力づくりでございますが、やはり私も全部見てはおりませんが、

敏捷性及び技術的にもかなり向上しておるなというのを運動会あたりで

も感じるわけです。このことはやっぱり今後継続的な形に、目標を持っ

た形で進められたらというふうに思いますので、これは要望として終わ

りたいと思います。 

 あとは特色ある学校づくりでございますが、今のかがやきプランに基

づく方向性ということでございますが、このことが、今後教育委員会の

中で、具体的にそのあり方の問題として課題が上がっているのかどうか、

あるいは今後その方向性を明確に示すような状況にあるのかどうか、そ

こら辺は。あわせてお聞きをしたいと思います。 

○山本委員長  答弁を求めます。 

 大下学校担当課長。 

○大下教育総務課担当課長  かがやきプランにつきましては、安芸高田市の指標をベースにしまし

て、上を学校教育、下を生涯学習ということで、教育プラン全体として

お示しをしておるわけですけれども、大きな柱というのは、もうそれは

１年や２年取り組んだところで成果が図れるものでないというのもござ

いますので、かがやきプランを今、学校教育の部分について柱を動かす

というような気持ちはございません。やはり目指す子ども像、目指す学

校像等につきましても、何年か追求して成果を図りたいというふうに考

えておりますし、それを実現する４本の柱があるわけですけれども、４

本の柱についても、これはやっぱり大きな大事な柱と思っておりますの

で、当面、基本方針を変えるという考えは持っておりません。 

 お答えになっておりますでしょうか。 

○山本委員長  今村委員。 

○今 村 委 員  できれば今のを、教育長にそこら辺の補足説明をいただければとい
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うふうに思うのでございますが、それはまたよろしくお願いします。 

 ついでに、あと一、二、質疑をさせていただきます。 

 生涯学習施設の問題でございます。 

 ここに、特に社会教育施設として恐らく数多くの施設があり、それに

伴う費用として3,200万ばかり18年度消費されておりますが、このよう

なことについて、教育委員会の中で、今の陣容でこの管理、維持に本当

に大変だろうというふうに思うわけでございますが、その施設管理のあ

り方についての課題はございませんでしょうか。そこをあわせてお聞き

をいたします。 

○山本委員長  答弁を求めます。 

 佐藤教育長。 

○佐藤教育長  特色ある学校づくりあるいはかがやきプランということをあわせての、

もう少し踏み込んだという思いだろうというふうに受けとめさせていた

だきました。 

 基本的に、特色ある学校づくりそのものを、これまでずっと各町は町

単独でもやっておられたし、それから、学校の思いでもやってきておっ

たということでございますが、そういう学校長の経営理念をしっかり生

かして、そして、校長を中心としながら学校の主軸として教育目標を達

成し、新たな課題を見つけてさらに前進をさせていこうということを教

育委員会として積極的に支援をしたいということで、特色ある学校づく

りについての支援をなされておるわけです。 

 これまでのそれぞれの学校を見ておりますと、過去からずっとその学

校は、ブラスバンドであったり、あるいは太鼓というものを通しながら、

地域の人と一体となって、伝統的な行事をきちんと伝統として守ってき

ておるというのを私は続けさせていきたいと思うんです。しかし、太鼓

をたたくといいましたら、何年かすれば破れてしまうんです。その修理

費が非常に高くつくというような課題もございますから、そういうとき

に教育委員会としての一つの大きな支援ができると思いますし、もう一

つは人員配置上の支援もしてやらなければいけないでしょう。 

 いいことですから、いいことをやろうと思っても、だれでもすべてが

できるというわけではございませんので、先生方にも特技がございます

から、特にこういうような、自分たちの学校で毎年のように新しい曲を

考えてやるというような学校だったならば、それができるような先生も

何年かに１回は巡回で回ってくると、同じ人でなしに、ほかの人が来る

ということもを考えていかないといけませんし、理科教育ということに

ついて過去から伝統のある学校、あるいはそのことを通しながら、今日

的な課題に迫ろうという学校についていうならば、その理科備品も含め

まして、ソニーの研究費用をもらえるだけの準備体制を整えてやらなく

てはならない。そういうことを通しながら、各学校が自分の学校はよそ

の学校にはない、これを通しながら子どもの力をつけていくし、地域に

も信頼されるという教育をしていきたいというものを積極的に進めてい
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きたいと思うんですよね。 

 先般もある運動会へ行きましたら、全部の子どもが一輪車へ乗って走

る。一輪車で縄跳びもするという子ども、全部の子どもができとるんで

す。そこで思うたのが、一輪車には確かに乗れるんですよ。ところが、

走る走り方が、よその学校で行って見とる運動会での走り方と、そこの

学校の手の振り方が違うんですよ。ですから、体は小さくても、手の振

り方がうまいものですから、物すごいスピードを出して走ることができ

るということも見せてもらったんです。規模の大小にかかわらず、子ど

もも先生方も、見てくださいと言われるものを持てるような特色ある学

校づくりをしていきたい。 

 ただ、どうしても譲れんのが、知・徳・体の、教科書にある内容だけ

は、基礎・基本の徹底ということだけは必ずやってくださいよと。しか

し、それをやるがために、意欲を持ってやるがために、自信と誇りを持

たせるような特色ある学校づくりについては、学校だけでできないもの

については教育委員会としても支援をしていきたいという形を今とって

おるのでありまして、結果的には、いろんなところへ出たときに、どこ

かの学校が何かの発表をしてくださいと言われたときには、市内の学校、

何らかの発表ができる学校体制には私は今はなっておると思っておりま

すし、余談になるかもわかりませんが、もしオーケーになれば、来年度

は中国地方を対象とする、日本教育新聞が主催となってやる教育フォー

ラムがありますが、それを安芸高田市で受けて、この新しくできたホー

ルを使いながら、1,000名規模の、どういうんですか、第一線のいろん

な分も聞いたり、見たりしていきたいと思っておりますし、ことしは美

土里中学校が三次の文化会館でやったときに、その美土里中学校が総合

的な学習の時間等を利用しながらやっておる教育活動としての一端であ

ります子ども神楽の上演をしましたが、よその発表したものよりもはる

かに大きく新聞に、全国版に出て、そういう取り組みを理解してもらっ

た。そういうのを支援をしてやりたいというふうに思っておるんです。

思いはそういうことでございますので、我々もそれなりの勉強をしなが

ら努力していきたいと、このように考えております。 

 それから、生涯学習施設の件でございますが、教育委員会が所管して

おります生涯学習施設は非常にたくさんございます。これを今のメンバ

ーでずっと同じように管理運営していくということは、到底私は難しい

と思うんですよ。これまでは小さい単位で町で維持管理をしておりまし

たが、今度は全体だからということがありまして、なかなか維持管理を

するのに苦労をしておる。指定管理も含めまして、地域へその委託をす

るということも含めまして、整理をしながらやっていかないと、人員削

減の中で、なかなか今までと同じようにはできないのではなかろうかな

というふうにも思いますし、地域の皆さん方の協力も得ないと難しいの

ではないかなというように思っております。そういう面で、非常に来年

度にかけて指定管理か、あるいは業務委託かということについても、検
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討を本気で始めていかないといけないのではないかなという気持ちでご

ざいます。以上でございます。 

○山本委員長  よろしいですか。 

 ほかに質疑はありますか。 

 金行委員。 

○金 行 委 員  １点質疑させていただきます。 

 171ページですが、全体的に教育情報化推進事業で、18年度、大体460

万ぐらいな予算も計上されて執行されているんですけど、この情報化、

パソコン等々で、ここで成果のところに出ておる、７年から５年と、こ

ういうことになっとるんですが、大体目標としては何年間ぐらいで更新

されているのか。また、今度は事業の中に、この情報化いうのは今から

は非常に必要じゃということでしとるんですが、どの程度事業の中に組

み込まれているのか、その２点をお聞きします。 

○山本委員長  大野主査。 

○大野教育総務課主査  パソコン機器類の更新でございますけども、以前は広域連合の方で、

平成13年だったか入れていただいており、各学校に入っております。そ

れ以前は各旧町の教育委員会で、２台とか３台とかいったレベルでもっ

て情報教育の方を入れておったという状況です。 

 それと含めまして、連合の方で補足の台数を各小学校、中学校にそろ

えていただいた分が、耐用年数であります５年を過ぎて、かなりＯＳの

方も古くなって、学校の授業に支障を来しておるという学校現場からの

声もありまして、今回、高宮町の中学校を除いた18校ですね、それにつ

いて更新をしたところです。 

 授業の内容については、大下課長の方から答弁いたします。 

○山本委員長  大下学校担当課長。 

○大下教育総務課担当課長  パソコンを活用する授業というご質問だと思いますけれども、小学校

でいいますと、理科、社会、総合的な学習の時間、中学校は、理科、社

会、総合的な学習の時間にあわせて、技術・家庭科といったようなとこ

ろが主に活用する授業の教科になろうかと思います。具体的な数字を、

例えばその全授業時数の何％をパソコン教室でやっているかということ

につきまして把握をしておりませんで、お答えをできなくて申しわけな

いんですが、中学校においては、技術・家庭科の授業時数の約４分の１

は情報ということで、必ず取り扱わなければならないというふうになっ

ておりますし、もちろんうちの中学校は、どこもそのように教育課程を

組んでやっております。以上です。 

○金 行 委 員  よろしゅうございます。 

○山本委員長  いいですか。 

 ほかに質疑はありませんか。 

 入本委員。 

○入 本 委 員  決算ですので数字について具体的に踏み込みたいんですが、次長さ

んもこの春新任されたんで、数字の追及をされても理解が難しいと思う
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んですが、不用額というのが、学校関係は大体うまく使うんですが、不

用額が出ることはいいことなんですが、その不用額いうのを今どのよう

に評価されとるか。特に委託料の面について、どの程度数字を把握して

おられるか。全体の不用額の件と委託料についての見解を伺います。 

○山本委員長  答弁を求めます。 

 暫時休憩します。 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

      午後１時３３分 休憩 

      午後１時３５分 再開 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

○山本委員長  再開いたします。 

 答弁を求めます。 

 益田教育次長。 

○益田教育次長兼教育総務課長  不用額の件でございますが、確かに教育費の中で、今、入本委員さん

の方からご質問のありましたように、2,511万6,511円という不用額が出

ております。不用額の多い、少ないはいろいろ理由があると思うんです

が、実際に執行をしてきまして、努力による不用額、それと対応し切れ

ないための不用額というものもあろうと思うんですが、ただ、予算の組

み方にも一つの整理の仕方も必要なのではないかなというように、この

決算を見て考えております。 

 といいますのは、12月の時点である程度決算見込みの予算の整理をし

ないと、３月の段階で決算見込みの補正等をかけた場合に不用額がかな

り出てくる場合も出ますので、３月ですべて整理をするのではなくて、

12月の段階で補正予算を組む段階で、既に決算見込みのような予算組み

が必要ではないかなというように、この教育委員会の決算を見て、私と

しては感じております。 

 各課の不用額の主なものについてはそれぞれ担当が整理しております

ので、担当の方から不用額のご説明をさせていただきたいと思います。 

○山本委員長  大野主査。 

○大野教育総務課主査  小学校、中学校の委託料の関係なんですけども、業務委託と施設の保

守等の委託が主なものでございまして、予算的には、小学校であれば13

校と、中学校であれば６校ということで、それぞれの委託の執行をして、

最終的に、予算的にそれぞれの不用額が出たということです。 

 今後としますれば、各学校の同じような業務については一括した入札

や、そういったところでまだ経費削減の効果の見込めるところもあるの

ではないかなというようには考えておりますので、今後そういった方向

で検討はさせていただきたいと思っております。以上です。 

○山本委員長  中川主査。 

○中川教育総務課主査  委託料の関係で申しますと、事務局費の中に委託料が、予算現額

5,428万9,000円に対しまして支出済額が5,178万792円で、ここで250万

円余りの不用額が出ております。これは、ここの委託料の中に人的業務
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委託の関係で、給食センターに35名と、それと学校の事務として３名の

人的委託をしておりまして、その関係の年度末の精算で204万円余って

おります。それと、ほかには耐震耐力度調査の入札残の30万円余りとい

うようなものが主なものでございます。 

○山本委員長  箕越生涯学習課長。 

○箕越生涯学習課長  社会教育費の方で申しますと、需用費が54万6,642円の残でございま

すけれども、これは光熱費、修繕料等の残でございます。それと、委託

料120万4,087円でございますが、これは人的業務委託料の残が55万

9,000円。そして、フォルテの指定管理委託料、これが64万5,000円。こ

れは八千代タウン開発ですね、これから今の指定管理者にかわったとき

に生じた残額でございます。それと、中でいえば、図書館費の35万

8,463円の残ですが、ＩＣタグの装備委託料の残でございます。契約額

が若干下がったということの見込み減でございます。それと、文化財保

護費の委託料でございますが、68万4,290円。これは、その調査のすぐ

横に新しくスーパーがこちらへ来るというような話は以前からございま

して、それに伴う試掘調査の委託料を見ておりましたけれども、これは

結果的には実施してない、未実施ということになりましたので、これが

全く残ということになっています。工事請負費については28万2,255円

でございますが、これは各、日本100名城に関する工事の入札残でござ

います。以上です。 

○山本委員長  入本委員。 

○入 本 委 員  銭がないない言いながら不用額が出ることは、私は決して不用額の

ことを責めておるわけじゃないんです。課題のある、先ほど同僚議員も

言いましたパソコンの件ですが、職員のＬＡＮが引いてあるばかりで、

机の上には肝心なものがないんですよね。あと、こういうものを不用額

が出るのは、やっぱり現場を考えて、現在の施設にそれが要るというた

ら、全部一遍に281台そろえなくても、２台平均とか、せめて１台とか、

この金銭感覚をもう少ししたらそこらができたんではないかと思うんで

すが、流用いうこともありますけど、流用ができない金額があるかもわ

かりませんけど、やっぱり補正で取り組む姿勢が私は見えないようなん

ですが、この１人パソコンは早急に、早急にいうて、去年も早急にじゃ

ったと思うんですがね、去年の17年度から始めたが19年度にはもう何台

か設置しようとされておるのか。そのあたりをちょっと伺いたいと思い

ます。 

○山本委員長  答弁を求めます。 

 暫時休憩いたします。 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

      午後１時４３分 休憩 

      午後１時４６分 再開 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

○山本委員長  再開いたします。 
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 答弁を求めます。 

 益田教育次長。 

○益田教育次長兼教育総務課長  教職員１人１台パソコン早期導入ということでの整理でございますが、

教育委員会としては、ここにも掲げておりますように、学校運営の高度

化、効率化を推進する観点から、早期に教員１人１台パソコンというこ

とを実施したいと考えておりますが、冒頭にもここでの課題のところで

申し上げましたように、財政上の問題が非常に大きくウエートを占めて

おりまして、大体教員１人１台パソコンを設置するということになりま

すと、５年リースでいきましても１億円程度のお金が必要ではなかろう

かということでございまして、これの財源確保が非常に難しいというの

が今までの実情のようでございます。 

 特に教育委員会としての今後20年度の予算要求になってきますが、教

育予算そのものの総枠での予算か、それとも全体の支出の中での教育予

算に対する交付税措置に対しての予算要求等、そこらもあわせて検討し

た上で、市長部局の方とも協議をしながら早期に整備を図っていきたい

というように考えておりますので、ご理解を賜りたいと思います。 

○山本委員長  入本委員。 

○入 本 委 員  個人情報とか云々いう問題がよくありますよね、私物を持ち込んで

現在対応しておると。この私物の持ち込みは教育長は許可をしておるわ

けですか。それとも知って知らんふりか、勝手にしようるんか、もうや

むを得んけえ認めとるんか、そのあたりは、管理いうものはどういうふ

うに。これは個人のものを持ち込んでもいいんですかね、この教育公共

施設に。そのあたりが私はちょっと疑問を感じるんですよね。 

○山本委員長  答弁を求めます。 

 佐藤教育長。 

○佐藤教育長  教育長がそのように進めておるというわけではございませんけれども、

現実問題として学校の職員についていえば、成績整理等の事務に、非常

に早いというようなこともありまして、今のところは個人でそういうも

のを購入したり、あるいは学校のパソコンがありますから、その学校で

１台か２台ある分のパソコンを活用したり、あるいは生徒が利用してお

るところのパソコンのその機種を利用しておりますけれども、個人情報

の問題につきましては、よそでもありましたけれども、パチンコ屋へ行

っておって、そこで入れておりましたバッグごと盗まれたというような

こともあるわけでございますが、特にフロッピーなんかについての管理

については十分に管理するようにと、そうしないと個人情報のばらまき

になるということで、取り返しがつかなくなるということについては

我々の方も厳しく指導をしておりますが、できるだけそういう情報が持

ち出さなくても済むようにということで、１人１台パソコンの導入とい

うのはできるだけ早く導入していきたいという強い願いは持っておるわ

けでございますが、なかなか全体的な予算、枠組みもございまして、今

のところ、十分に達成をしていないという状況でございます。 
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 煮えたか煮えないかわからないような答弁になっているかとも思いま

すけれども、現実のところ、進めておるわけではございません。しかし、

そういうものを活用して教職員が頑張ってくれとるということについて

は申しわけないという気持ちも持ちながら、早期に配置ができるよう努

力してまいりたいと、このように思います。以上です。 

○山本委員長  入本委員。 

○入 本 委 員  私が申すのは、公文書に私物に依存せざるを得ないと、こういう文

言があるいうことは、認めておるという形になってくると思うんですよ

ね。だから、現在、学校に２台あるので、それで対応して不便をかけと

るというならまだ理解はできますが、これですと、私物に依存しとると

いう、認めてないというのはちょっと理解できないんですよ。そういう

面でやはり早急にですね。 

 今のように、確かに校長室と事務室に１台ありまして、２台あります

よね。そしたら、全部281人でなくても、これは共用できるもんですよ

ね。そうすると、ある程度学校に２台とか３台とかはノートパソコンを

早急に設置するとかいうぐらいは、これは。そして、私物は持ち込まな

いというのが大前提ではないかと、これは管理者として当然だと思うん

ですが、再度伺いますが、私物の問題についてどのような発想、考えを

持たれるか、その点を伺います。 

○山本委員長  答弁を求めます。 

 益田教育次長。 

○益田教育次長兼教育総務課長  ここの成果の文言で、確かに私物ということでのご指摘でございます。

これにつきましては、20年度で、今、委員がご提言いただきましたこと

を踏まえて、教育委員会の方で整理をしていきたいと思います。以上で

ございます。 

○山本委員長  入本委員。 

○入 本 委 員  次に中学校の、ここの数字を見ると、管理費とか云々を見ると、ど

の学校も皆200人から300人おるように思えるわけなんですよね。しかし、

学校によっては、もう中学校でも100人を切るような現状の中で、知・

徳・体の体の方を申しますと、学校のクラブ数も、先ほど同僚議員が言

いましたように、もうクラブが消滅して、ない状況も出ておるという、

合併後の16、17、18とですね、クラブ数はどのように変化しておるか、

どのようなクラブに対する現状が、問題があるか。また、地域の指導者

というような言葉も入っておりますが、現在何名の指導者がおられるん

か、伺います。 

○山本委員長  答弁を求めます。 

 佐藤教育長。 

○佐藤教育長  先ほどのクラブ数等については、今、データがございません。それで、

また後から調べさせていただいてデータを提供したいと思っております。

外部の指導者についても、調べるのは調べておりますが、今は手持ちを

持っておりませんので、また後ほど提供させてもらうということでご理
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解いただきたいと思いますが。 

○山本委員長  入本委員。 

○入 本 委 員  それじゃあ次に、先生方のこういう研究会で非常に熱心にやって、

前回も同僚議員が、資料の分厚いのをつくって、それに没頭して本来の、

数字があるというんですが、やっぱり先生も、割と学校も残業が好きな

ところか知らんですが、夜間電気がついとる時間が多いですよね。そう

すると、先生の疲労というものが生徒にあらわれるというケースがあろ

うかと思うんですが、職員の中でも、今は図書館なんかでそういう残業

で応援隊が来て大変な時期、一時的にはそういうことがあろうかと思う

んですが、学校の職員の方で、昨年度も聞いたかと思うんですが、その

あたりはどのような勤務状態のですね、残業がないから賃金には関係な

いんですけど、やはり健康面、躁うつの問題、先生が健康を害されてお

るとか、そういうことはどのような状況でしょうか。 

○山本委員長  答弁を求めます。 

 大下学校担当課長。 

○大下教育総務課担当課長  研究公開の件につきましては以前もご指摘をいただきまして、これは

平成18年度はこのような形で研究公開をいたしましたけれども、平成19

年度において、例えば先ほどご指摘があったような分厚い研究紀要をつ

くる、研究紀要をつくることに随分の労力をかけてしまうと、そういっ

たような研究公開をもうやめにいたしまして、県の指定でありますとか、

国の指定でありますとか、そういう研究報告をしなければいけない研究

公開については研究紀要というものをつくって報告をしますが、そうで

ない、地域の方、保護者の方、そういったところへ子どもの姿を見てい

ただくということを主眼とする公開につきましては研究紀要を作成する

労力を割かないというふうに、研究公開の目的を明確にしまして、でき

るだけその趣旨に沿って、労力をかけないような、効率の高い研究公開

をするように本年度から改めております。 

 教員の勤務状況でありますけれども、平成18年度、病休が４人おりま

す。そのうち３名が精神疾患ということでお休みをいただいております。

小学校１名、中学校１名、事務職員１名、それから、そういう精神疾患

ではない病気で病休者が１名、計４名、18年度は病休をとっておると、

そういった状況です。以上です。 

○山本委員長  入本委員。 

○入 本 委 員  先生の場合は直接生徒に顔と顔で会って教育をしていくわけですか

ら、先生の精神状態、また疲労が前面に出ると、やはり生徒の方にも感

受性がありますんで、職員の健康管理、精神管理の方をやはり校長を通

じてされることを要望しておきます。 

 それで、あと学校管理費ですけど、吉田、八千代、美土里、高宮はで

きとるんですが、甲田、向原は、これはできないんでしょうかね、この

合理化というものは。 

○山本委員長  答弁を求めます。 



383 

 大下学校担当課長。 

○大下教育総務課担当課長  共同事務室の実施でございましょうか。 

○入 本 委 員  はい。 

○大下教育総務課担当課長  19年度から向原、甲田、本格実施で、今、安芸高田市に３つの共同事

務室が設置をされております。以上です。 

○山本委員長  入本委員。 

○入 本 委 員  それによる経費の軽減はどれほど出るかいうのをちょっと言うても

らえればありがたいんですが。 

○山本委員長  答弁を求めます。 

 大下学校担当課長。 

○大下教育総務課担当課長  経費の軽減の具体的な数字は今のところというか、具体的に経費の削

減ということができておりません。と申しますのは、共同事務室につき

まして、例えば共同事務室で契約をとって、各学校で契約をするよりは

コストを削減できると、そういったようなことがまだできておりません

ので、今、共同事務室がやっております主な業務というのが県費負担教

職員の給与とか旅費にかかわることが主でございまして、まだ、市の財

務につきまして効率的な執行をするという動きができておりません。以

上です。 

○山本委員長  入本委員。 

○入 本 委 員  現在、広島の大学の官・学という中でマネジメントできる方がおら

れると思うんで、そこらの相談をして、やはり学校運営にもマネジメン

トいう言葉を教育長も発信されたと思います。やっぱり合理化する上に

おいてはそこらを頭に入れて、人の金だけじゃけえじゃなしに、有効に

使って、課題のあるものを解消していくという、１円でもそれを有効利

用をするんだという、けちるという意味じゃなくて、有効利用というと

ころの面から見たら、そのあたりをもう少し研究してもらいたいと思い

ます。 

 次に、特に生涯学習課いうのは、福祉、産業、建設、市民と非常にか

かわりが出てくると思うんですよ。滞納問題、未収金問題とかですね。

建設とすれば、若者定住で、学校の存在感がどうなるかというところで、

そういう若者をどこに集中してその学校の運営にかかわってもらうのか。

それから、福祉については、先ほど健康と、それから保育所、幼稚園、

就学前の教育の問題等があると思うんですよ。機構改革の中でどのよう

に生かされて、このたびの教育委員会としての要望をされておるのか。

そのあたりを伺います。 

○山本委員長  答弁を求めます。 

 質疑の最中ですが、この際、14時15分まで休憩いたします。 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

      午後２時０１分 休憩 

      午後２時１５分 再開 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 
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○山本委員長  休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 答弁を求めます。 

 佐藤教育長。 

○佐藤教育長  各学校教育と関係するようなさまざまなことがございます。就学前教

育もありますし、健康教育もありますし、障害者に対するいろんな支援

ということについて関連する特別支援教育ということについてもさまざ

まなことがございますし、商工観光課と関係づけられたら、日本100名

城じゃございませんけれども、そういういろんな関係がございますが、

それらを、これまではどっちかいうたら、縦割りで１人が１担当という

方法で考えておりましたけれども、人数が少なくなる中で、グループ化

の中でそれをフラット化して、それぞれがお互いにさまざまな課題があ

ったときには責任を持って、担当課で任務をできるだけこなしていくよ

うな形での機構改革ということを想定をして、このたびの機構改革にも

取り組ませていただきました。以上でございます。 

○山本委員長  ほかに質疑はありますか。 

 熊高委員。 

○熊 高 委 員  じゃあ、一、二点ほど質問させていただきますが、18年度の決算と

いうことで、総括的には非常に厳しい財政状況の中で、教育委員会とし

ては、学校教育にしても、社会教育にしても、ある程度の成果を上げて

こられておるというふうに評価をさせていただきます。いろいろ課題、

そういったものもあるというふうに総括はしておられますが、他市と比

べても非常に頑張っておられるという評価は一応させていただきたいな

という思いがしております。 

 そういった観点も含めて、ちょっと気になるところがありますのでお

尋ねをしたいと思いますが、主要施策のページでいいますと、172の国

際理解推進事業、これに関連した英語のいろいろ教育について、そして、

それと関連するということで、178ページのコミュニティーのあるまち

づくり、生涯学習課の関係で、課題ということで、安芸高田市国際交流

協会の設立が必要だろうというふうなことが課題として書いてあります

が、こういった２つの部分を見たときに、先ほどもありましたように、

教育委員会といえども、当然のことながら、市民あるいは地域と密着し

た、いろいろ縦割りでない横の連携が非常に十分に必要だろうというふ

うな気がしておるんですが、特にこういった英語とか国際交流とか、そ

ういったものについて、少しこういったあり方がいいんじゃないかとい

う視点も含めてお伺いしたいと思います。 

 今の国際理解の関係でいいますと、いろいろこれまでも取り組んでき

ておられるＡＬＴの関係、そういったものも含めて、少し財政が厳しい

から人員の見直しをして、そこの部分を業務委託をしていこうというふ

うな取り組みをしておられますが、ある程度現状であればそういった取

り組みもいたし方ないかなという気がしておるんですが、これまで特に

高宮町の取り組みというのを主体にして理解がしておるという観点でい
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いますと、このＡＬＴを含めて国際交流、そういったものが非常に横の

連携がうまくとれてきて、その結果として子どもたちの英語に対する意

欲、そういったものも非常に高まってきた。それにＡＬＴ、特に外国の

人という、文化も含めていろいろ子どもたちと接する中で非常な接点が

生まれてき、子どもたちに刺激を与えてきて、かなり英語の授業あるい

は英語の会話、そういったものも非常に効果が出てきたというふうなの

はある程度評価すべき部分があろうと思うんですね。 

 そういった観点からすると、やはり成果を上げてきたものまでを、財

政が厳しいからといって、効率化をしていくということが本当にいいこ

とであるのかどうかというふうな気持ちがするんですね。やはり成果を

上げてきた部分はしっかり評価をして、それをさらに全市的に伸ばして

いくとか、そういった取り組みがあってこそ、本当に生きたお金を使う

ということになるんではないかなという気がするんですね。 

 そういったところをどのようにとらえておられるかということと、

178ページに飛んだのは、やはり地域の皆さんも非常にそこらへかかわ

ってこられて、特に国際交流協会というのが立ち上げられて、子どもも

含めて地域が国際交流をする中で、子どもたちの意欲も高まってきたと

いう経緯があるんですね。そういった点からすると、新しく安芸高田市

全体に広げていくという取り組みを近年しておられますが、それは非常

にいいことだというふうに思いますし、当然の展開だろうというふうに

思うんですね。 

 ただ、それが今まで積み上げてきたものまでも余りにも早く平準化し

過ぎて、その積み上げたもの自体が密度が薄くなっていくというふうな

状況が生まれてきておるんじゃないかなという気がするんですね。やは

り今ある国際交流協会あたりをしっかり活用しながら全体に少しずつ広

げていくということをしないと、積み上げてきたものまでが崩れてしま

って、いわゆる元も子もないというふうな状況になりつつあるんではな

いかというふうな懸念をして見ておるんですね。 

 その辺はやはり学校教育と地域のそういった民間の皆さんの取り組み、

こういったものがうまくかみ合ってきた成果だというふうに思うんです

ね。その成果をやはりきちっと踏まえた上で展開をされるべきじゃない

かなという気がするんで、その辺の18年度の取り組みというのは非常に

いいところまで来ておったのが、その結果を今後どのようにされるかと

いうのが非常に見えにくい状況になってきておるというふうに私は感じ

ておるんですね。それについて総括的なお考えをお聞きしたいというの

がまず１点であります。 

 そして、183ページのスポーツ、体力づくりの推進の地域総合型スポ

ーツの推進というところで、みつやの里スポーツクラブの事業補助金が、

当初予算が435万4,000円であったのが355万4,000円に減額になっておる

んですね。80万ほど減額になっておるんですが、この中身について確認

をしておきたいと思いますんで、この２点についてお伺いします。 
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○山本委員長  答弁を求めます。 

 大下学校担当課長。 

○大下教育総務課担当課長  国際理解教育の推進にかかわりまして答弁をさせていただきます。 

 大変いい方向に来ていたにもかかわらず、18年度の方向性はどうなん

だろうかというご指摘だというふうにとらえさせていただきました。 

 この事業につきましては、16年度からずっと継続をしておる事業であ

ります。基本は、根本は、申し上げたように、これからますます社会は

国際化をしていくわけで、その国際化社会に対応できる子どもを育てる

と。ですから、決して、事業として発展的に事業を進めていくという基

本線は、何ら変わってはいないというふうに思っております。 

 16年度は時数もばらばら、子どもによって、１カ月に一遍ＡＬＴの授

業を受けれたり、または毎週受けれたりといったふうな時数がばらばら

のところから、時数を統一し、17年度においては国際理解教育指導員を

置いていただいて、週１回、ＡＬＴ会議をしながらカリキュラムの統一

を図ってきました。 

 18年度業務委託をしたのは、決して財政が厳しいから指導業務を委託

してということではなくて、17年度やってくる中で、小学校の英語活動

に対する指導者の不安というものが、非常に大きいものがありました。

自分が英語がしゃべれないということで、近い将来、小学校に英語活動

が入ってくると、教育課程の中に入ってくる、そういったときにどのよ

うな授業をしていけばいいのかということが大変不安であるというのが

指導者の先生方の思いでありまして、まず、小学校の英語活動を中学校

につなげていくためには、そこの授業のあり方であるとか、それから教

材活用等々について担任が主導をしていかないと、ＡＬＴにそれこそ授

業をおんぶにだっこでは国際理解教育というのは推進しないと、進まな

いというふうに考えまして、この小学校英語活動の指導業務の方を導入

をいたしました。 

 もちろんＡＬＴもそれこそ各学校に１名ぐらいふんだんにいてそれか

ら、こういう指導業務、授業の流れも安芸高田市で統一されたものがで

きてという、両方そろっていればもう言うことはないわけですけれども、

優先順位として、このたび、18年度は小学校の英語活動の基本をつくら

なければいけないと、そういう思いで業務委託の方を導入をいたしまし

た。 

 やはり国際理解教育指導員が、ＡＬＴと、それから各学校の先生方を

つないできた、非常に大きな役割を果たしてきていると思うんですが、

そういったことをしながら各小学校の方に授業を定着をしてきたという

ことが大きいと思いますので、来年度もぜひこういった形で、本年度の

ような形で、また発展的に取り組んでいきたいという思いがございます。 

○山本委員長  箕越生涯学習課長。 

○箕越生涯学習課長  安芸高田市の交流協会の設立でございますけども、これはことし、今

年度、今現在各町の代表の方にご了解をいただきまして、10月16日に第
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１回の会議をさせていただくという運びになっております。今後は今ま

でやってこられました事業の成果をそれぞれ継承をしながら、それにつ

いて取り組んでいきたいというふうに思っております。 

 また、総合型スポーツクラブの減額の80万の中身でございますけども、

これは当初上乗せでございましたけども、ＳＳＦスポーツエイド、これ

は笹川スポーツ財団が補助金が25万円、シニア体力アップという事業で

58万円、これは財団法人健康体力づくり事業財団という団体でございま

して、こちらからの双方からの補助金が入ったということで80万の減額

をさせていただいたというのが中身でございます。以上です。 

○山本委員長  熊高委員。 

○熊 高 委 員  学校教育の課長と生涯学習の課長さんがそれぞれお答えになりまし

たが、まさしく私が言うのは、そこの接点がどこにあるのかということ

なんですね。せっかくそれぞれの事業がこれまで相乗効果を生んできた

ものがばらばらになったんでは、その費用対効果とかいうような状態で

はないんですね。それぞれが補って、それぞれが投資したものよりそれ

以上のものが生まれてきたというのが、これまでの私は取り組みであっ

たように評価をしておったんですね。 

 ですから、例えば具体的に言えば、その子どもたちの保護者が交流協

会の会員であったり、役員であったり、そういった形でサポートしてき

たわけですね。私も、子どもが卒業しても、さらにその活動にかかわっ

ていく、ホームステイを受けたりとか、そういった関係で、非常に密度

の濃い形がずっと広がっていきつつあったんですね。 

 ですから、ＡＬＴの授業、そういったものも含めて、やはり外国の人

のにおいというんですかね、そういったものは、言葉だけじゃない、文

化そのものをその人が持ってきておるわけですね、安芸高田市に。そう

いった数が減っていくということは、やはりその接点が少しでも減って

いくということなんで、大下課長言われるように、教職員の不安を解消

するために業務委託、それは当然学校としての必要なことでありましょ

うけども、それとあわせて、さらにＡＬＴをそうだから減してもいいと

いうふうな形でいくというのは、これまでとってきた形を消し去ってし

まうようなね、私はそういう感じを受けておるんですね。 

 だから、そういった一つのいろいろ積み重ねてきた歴史というものを

うまく組み合わせていって国際交流協会あたりも広がっていかないと、

ただ形をつくればそれが広がっていくというものではなしに、国際交流

協会というものは、それ自体が自然発生的に生まれてきたものなんです

よ。だから、形をつくっていけば中身ができていくという、私が自治基

本条例をつくればいいんじゃないですかという形を言いますが、市長は

形をつくるんじゃなしに、中身が先でしょというふうなことを言われる

ので、まさしくそれと同様なことがこのことには言えるんではないかな

という気がするんですね。 

 そういったところを、両方の学校教育と生涯教育との接点をどのよう
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にうまく組み合わせてこれからいかれるのかというのが、非常に不安に

思って見ておるんですね。それについて、もう少し総括的な教育委員会

としてのお答えをいただきたいと思います。 

○山本委員長  答弁を求めます。 

 佐藤教育長。 

○佐藤教育長  これまでニュージーランドと安芸高田市、その前身の高宮町との非常

に友好関係の中で本当親密な親戚づき合いのような交流が進められ、そ

の仲立ちをやっぱり高宮町におりますＡＬＴがやってき、それを学校も

踏まえながら、非常にすばらしい国際交流、国際理解教育が私は確かに

できておったと思うんです。 

 それで、私が思っておりますのは、しかし、合併をした中でいいもの

は残し、新たなものを足していくということも必要でありますけれども、

市内には６つの中学校があるし、やっぱり６つの中学校にも同じような

形での経験をさせて、少しでもそういう輪を広げていくような取り組み

というのを教育委員会としてもしていきたいという切なる願いがござい

ましたから、高宮町の国際交流協会に支えられておる高宮中学校の姉妹

校については、あくまでも高宮中学校とダーフィールドハイスクールの

姉妹校だから、これを基点にしながらアリソン校長と話をいたしまして、

他の市内の中学校もひとつこの姉妹校と一緒に参加をさせていただきた

いということを、お邪魔をしてお願いをいたしましたところ、当初は、

私は高宮中学校との交流ということで姉妹校提携をしておったんだとい

う話をされましたし、他の中学校については、本当にマナーとかいうこ

ともきちんと教育されておるんですかという不安の声もございました。 

 それで、そこのところに行かせてもらったときに、市内の中学校の取

り組みについて、英語に全部訳しまして、それを持っていくと同時に、

教育長として、市内の中学校については、トイレにたばこの吸い殻が落

ちておって困るというような状況はございませんと。そして、来る者に

ついてはそれなりの勉強もさせてもらってお邪魔をさせてもらいますの

で、枠の拡大についてご理解をいただきたいというお話をいたしました

ところ、そういうふうに教育長が考えられるんなら、これまでの高宮と

の関係もあるから、ひとつ枠を広げていこうというようにおっしゃって

いただいたわけであります。 

 確かに熊高委員さんが言われますように、非常にコンパクトでまとま

った地域の中での交流でございましたから、非常にそれは綿密なものが

できておったと思いますが、今は逆に、今度はそういう点は少なくなっ

ておられる、言われることについては確かに私もわかる気がいたします

し、確かにそうだろうと思いますが、その分、他の学校から行った子ど

もたちが、行った子ども同士のお互いの結束と同時に、輪も、ニュージ

ランドに対するのでなく、外国の人との接する接し方、フランクな気持

ちで接したからといっても、一つもそのことについて心配することはな

いんだという理解が、次第に私は浸透してきているのではないかなとい
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うように理解をしております。 

 そういう意味で、これまでとは違った形にはなりますけれども、その

方が私は、市内の学校全体を考えたときにはそういう点の効果も考えて

いきたいなという教育長としての思いもありまして広げさせていただい

ておるということでございますけれども、ＡＬＴそのものと市民、ある

いは子どもたちとの触れ合いということにつきましては、確かにＡＬＴ

が多いということについてはいいと思うんでありますけれども、ただ、

今までのＡＬＴよりも、方向を、国際理解教育ということとあわせて語

学力もつけていきたい、小学校でそういうふうなことがあったから、こ

っちの方で教育委員会がもっともっと市内全体のイニシアチブをとって

計画的な教育活動に参画をさせたいということで、ＡＬＴの数は少なく

なりましたけれども、国際教育指導員という、日本語もできるし英語も

できるという者も通しながら、語学力の向上に努力をしているところで

あります。 

 言われることについてもよくわかりますが、決して今までの伝統を崩

そうという気持ちは持っておりませんし、大切にしたいと思いますし、

そういうふうな交流については、教育委員会だけでなしに、多くの高宮

町以外の人も理解をしていただけるのではなかろうかなという、甘いか

もわかりませんけれども、期待をしておるというようにご理解をいただ

きたいと思います。 

 そして、生涯学習という観点で申し上げますと、確かにＡＬＴの数が

少なくなりますから、夕方からそれぞれの地域における英語活動という

ことについての時間は確かに少なくなったかとも思いますけれども、し

かし、市民との交流と、外国の人との交流という意味では、市民の人も

参画していだけるように、ニュージランドの方についても、まちづくり

委員会等を通しながら輪を広げていきたいと思っております。 

 しかし、一遍にはなかなか広がりません。ことしも募集をいたしまし

たけれども、まだ広がりません。ほとんどのところは高宮町から参画さ

れる人が多いのが現実でありますけれども、しかし、それでも一人でも

他の町から参画していただいて、ニュージランドとの人間的な触れ合い

のよさ、国際交流のよさということを広げていかせていただきたいとい

うように思っておるところであります。 

 ただそのときに、輪を広げていったときに、今から、まだ、ドイツか

らの交流も昨年度ですか、一昨年ですかいね、ありましたね、スポーツ

少年団の交流もございましたけれども、それらの方がおいでになったと

きに受けるのが、そういうことを、外国との国際交流を受ける器が安芸

高田市にはございませんので、高宮町にはきちっとしたものがあるわけ

です、ありますが、市全体として受けるということがなかなか難しいよ

うな状況がありますので、市内の方にご相談申し上げたら、それはつく

ろうと、そして、他の外国からおいでになったときでも、安芸高田市の

市民として温かく迎えるような、そういう組織をつくっていこうじゃな
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いかという賛同を得ましたので、もとの組織は大切にいたしますが、そ

のノウハウも聞かせていただきながら、生かさせていただきながら、安

芸高田市としての全体としての受けとめ方の器をし、国際的に一歩でも

貢献できるような、あるいは国際理解について少しでも深まるような、

安芸高田市の生涯学習という面での振興を図らせていただきたいと思っ

ておるところでございます。 

 きちっとした答弁にならないかとも思いますが、私の思いはそういう

思いを持っておるということでご理解いただきたいと思います。 

○山本委員長  熊高委員。 

○熊 高 委 員  教育長のおっしゃることはよくわかりますし、ただ、私がお伺いし

ていることとはちょっとこうポイントがずれたご答弁であったというふ

うに思うんですよ。私は、その伝統を崩したらいけないとか、安芸高田

市に全体を広げていってはいけませんよということじゃなしに、むしろ

それは広げていくべきだろうと思いますし、ただ、その手法等は一気に

できるもんではないでしょうと。例えば高宮の例でいいますと、交流が

始まって11年になるんですかね、今、そういった積み重ねの中で、学校

教育とすれば、高宮中学校の英語力というのは非常に高くなってきてお

るんでしょ、結果として。 

 だから、それはやはり10年間のそういったいろいろな積み重ね、相乗

効果がそういった形につながってきたというのは、これは間違いないと

いうふうに思うんですよ。それは交流とは関係ないところで上がってき

たのだというふうに大下課長が学校の立場で言われれば聞いてみたいで

すけども、そういったことも含めて、やはり積み重ねてきたそのことを

検証して、初めて新しい取り組みというのはすべきだと思うんですね。 

 だから、きちっと検証をして、その手順に応じたように安芸高田市全

体に広げていくべきじゃないでしょうかと。例えば国際交流協会にして

も、全体に一気に広げていくのが本当にいいのかどうか。この16日にさ

れるというのも今初めて聞きましたけれども、我々も高宮の国際交流協

会の会員でありますが、そういったことは初めて聞きました。だから、

そういったことを含めて、やはりそれぞれの地域に、例えば甲田はドイ

ツがあったり、向原はシンガポールがあったり、そういった形の積み重

ねをきちっとその地域でやって、そのものが集大成として安芸高田市の

国際交流協会になるとかね、そういうやっぱり一つ一つの積み重ねの手

順というものがあって、初めてそういった中身のあるものにつながって

いくんじゃないでしょうかということなんですね。 

 ですから、広げていく、特に子どもたちにそういうチャンスを与える

ということは非常にいいことだというふうに思いますが、その手順を間

違えば、せっかくのお金をかけてもたくさんの効果が得られないんじゃ

ないですかということなんで、その辺のお考えを再度検討していくべき

じゃないですかと。この18年度の決算の状況を見ても、いろいろ横のつ

ながりを精査をされないと、19年度当たりはＡＬＴを減していくという
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ことが、やはりそのこと自体はマイナスでしょうと。これまで積み重ね

てきたのは、高宮に来ておったＡＬＴの人材も非常にいいのが来ておっ

たというのもありますけども、やっぱりその積み重ねがあって、初めて

高宮中学校の英語力も上がったということですから。 

 たまたまこの間、川根の運動会にトムさんが来ておりましたから話を

聞きましたけども、彼は来年にはもう帰る身ですからね、上手も下手も

ないでしょうけども、ＡＬＴが減るということに関してどう思いますか

ということを言いましたら、直接的にどうこう言いませんでしたが、や

はり我々は語学だけじゃなしに、その国の文化とか、いろいろ考え方を

持ってきて接しておるわけですよと、幼稚園にしたって、保育所にした

って、中学校、小学校にしたって、その接点が一番大事だというふうに

思いますよということですから、ＡＬＴの数が減るということは、その

接点が必ず減っていくということですよ、時間は。そのことがこれまで

取り組んできた形の中で崩れるということを私は一番心配するんでね。

だから、そういったことをどういうふうにお考えに今後なるべきかとい

うのをしっかり検討していただきたいということで、これ以上の議論は

しませんが、これは要望しておきますし、そのことについてお答えがあ

れば、お答えをいただきたいと思います。 

○山本委員長  答弁を。ありますか。 

 佐藤教育長。 

○佐藤教育長  ＡＥＴのことについて、確かに効果を上げてきたということについて

は、高宮町以外の町においても、本当、日ごろから市民との接するとい

うことについては非常によかったという好評を得ているところでありま

す。中には、気がついたら荷物も何も皆持ってしまって、やかんまで売

ってていなくなったというようなところもありはしましたけれども、そ

うはいっても、私は、どこも地域から学校の中へ根づいて、よくやって

もらっておるなという思いは持っております。 

 しかし、そういうことを大切にしながら、今からの国際理解教育とい

うことについて、より慎重に我々も考えていかなくてはならないという

ようにも思っておりますし、少なくとも今おる子どもたちは国際化時代

に生きる子どもたちでございますので、そういう子どもたちに少しでも

外国の人と対等にいろんなことができるような力をつけるべく努力をし

てまいりたいと思います。以上でございます。 

○山本委員長  ほかに質疑はありませんか。 

 杉原委員。 

○杉 原 委 員  １点お尋ねします。 

 成果に関する説明資料の181ページの文化財の保護・活用というとこ

ろで、市の天然記念物の大澤田の湿原調査があるわけですが、地形測量

と植生調査をされております結果と、今後の取り組みについてお尋ねを

します。 

○山本委員長  答弁を求めます。 
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 暫時休憩いたします。 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

      午後２時４８分 休憩 

      午後２時４９分 再開 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

○山本委員長  再開いたします。 

 答弁を求めます。 

 箕越生涯学習課長。 

○箕越生涯学習課長  大澤田湿原の保全管理についてということでございますが、規模的に

は6,897平米の調査をしていただいております。これはご存じいただい

ておるように、美土里町の犬伏山のふもとにあるということにお聞きし

ております。そこで調査した内容でございますけれども、湿地植物調査

ということで、主にオオミズゴケ、カキランというのが全体的に生育し

ておるということが報告書にまとめられております。また、下流につい

てはツルヨシの小面積の生育地があり、群落を形成し、湿地植物の生育

を逆に困難にするというようなことも述べてございます。湿原保全管理

につきましては、湿原が乾燥化していく原因とか、また、湿地内の踏圧

被害、湿地植物生育地の管理等についても報告をいただいております。

最終的には湿原保全整備ということになろうかと思うんですが、これに

つきましては、今まで報告書の提言をいただいておりますので、今後検

討はしていきたいと思っております。 

○山本委員長  杉原委員、いいですか。 

○杉 原 委 員  はい。 

○山本委員長  ほかに質疑は。 

 青原委員。 

○青 原 委 員  １点ほど。285ページの中でＡＥＤいうのがあるんですね。ＡＥＤが

何基設置されたのかいうのをちょっとお知らせを願いたいと思います。 

○山本委員長  箕越生涯学習課長。 

○箕越生涯学習課長  ＡＥＤの設置でございますが、平成18年度までで８カ所、設置をし

ております。今年度４基、そのうち２基については市の方が購入をしま

すけれども、残りの２基については社会福祉協議会の方から寄贈を受け

るということになっていますので、合わせて12カ所、設置が完了すると

いうことになろうかと思います。 

○山本委員長  青原委員。 

○青 原 委 員  今、12カ所と聞いたんですが、これは命に係ることなんですね。先

ほども入本委員の方から質問があったように、不用額がかなり出とるわ

けですよ。買えんかったんかないう思いがするんですが、やはりこうい

う施設については設置してあって助かったいう例もありますんで、なる

べく早く、予算化をしてでもやっていただきたい。特に小学校とか中学

校、学校関係には必ず１台か、１台じゃ、人数でいけば２台ぐらいは欲

しいと思うんですが、できればそのぐらいの設置をしていただきたい。
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また、スポーツ施設についてもしかりですが、やはり人が多く集まると

ころには、事故がなけらにゃええんですが、もしかのときにはやはり役

に立つもんだろうと思うんですよね、そういうことはしっかりと予算化

をしてね。寄附してもろうたけえやるんじゃなしに、これはやらにゃあ

いけんのんじゃいう考え方のもとでひとつ設置をしていただきたいいう

お考えがあるかないかをお伺いします。 

○山本委員長  箕越生涯学習課長。 

○箕越生涯学習課長  市の財政が許す限り、予算がつく限り、できるだけ早く対応していき

たいと思います。 

○山本委員長  青原委員、いいですか。 

○青 原 委 員  いいですよ。 

○山本委員長  ほかに質疑はありませんか。 

 明木委員。 

○明 木 委 員  170ページの学校教育施設の関係で、総括の中の２番目に、日常の授

業において必要不可欠な備品についてということであるんですけど、前

年度ぐらいまでは、学校の教員の、やはりそういう必要不可欠であると

思われるような、あれは教員室にエアコン整備をするとかされてきまし

た。それは暑さ対策だと思うんですけど、今、もうここ数年言われて長

いんですけど、温暖化が進んでいまして、非常に教室の中でも熱中症に

かかるような状況が発生しているところもあります。特に、夏休みは授

業がないんですけど、その前後の６月、７月、また、ことしは９月、10

月までにおいて非常に暑い日が続いていました。その中で、そういう教

室に対しての、エアコンまではいかないとは思うんですけど、扇風機あ

たりの対策を考えられる必要があるんではないかなと思うんですけど、

今回の成果と今後の課題の中に、そのあたりの、教室についての整備に

ついてが課題として上げられていないんですけど、そのあたりは18年度

は検討されてないのか、また、今後そういうことは検討されようとして

いるのかどうか、お伺いいたします。 

○山本委員長  答弁を求めます。 

 暫時休憩します。 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

      午後２時５８分 休憩 

      午後２時５９分 再開 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

○山本委員長  休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

答弁を求めます。 

 益田教育次長。 

○益田教育次長兼教育総務課長  ただいまのご質問でございますが、熱中症の対策についてのご質問だ

と思いますが、18年度におきましては、現在、この決算上ではそういう

対策等はとっておりません。といいますのも、18年度でそういう事例が

出てないと。それから、19年度におきましても、今年度は非常にこの熱
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中症の問題、全国的ににぎわしたわけですが、本市の小・中学校におき

ましては、教室内では出てないということでございまして、これからの

地球温暖化を考えれば、検討は今後していく必要があろうと思いますの

で、検討をしてみたいと思います。以上でございます。 

○山本委員長  明木委員。 

○明 木 委 員  各学校を見ていただければわかると思うんですけど、学校の校舎の

向きによって非常にこれは違うんですよね。窓が南側に向いている校舎

というのは、非常に温度が上がります。その教室で、昼間、じゃあ授業

をしている子どもたちの環境を考えると、熱中症だけの問題じゃなくて

も、じゃあ授業に本当に集中できるかということもあると思うんですね。

汗をたらたら流しながら本当にそれができるのかという環境整備につい

てお伺いしたわけなんで、ぜひその辺は調査を、18年度では検討されて

ないみたいですけど、この決算の中で、整備の中でもそういうのが全く

入ってないんで、今後の課題となると思うんですけど、いかがでしょう

か。 

○山本委員長  答弁を求めます。 

 佐藤教育長。 

○佐藤教育長  学校訪問を毎年させてもらっております。で、校長の方から、ぜひと

もこういうところはやってもらいたいと、早期にやってもらいたいとい

うことで、教育長になりましてやりましたのが、吉田小学校のカーテン

を全部やりかえました。南向きで、直接西日が入ってくると。しかも、

吉田の小学校は１クラスの人数が多いんですよ。他の学校がですね、ち

ょっと日が差すからこっちへ寄れ言うたら寄れるんですが、吉田の小学

校はそういうふうにいきませんので、全部カーテンをやりかえました。

それから、あそこは西日が当たって非常に暑いということで、教室に扇

風機を入れて、授業ができるような状況にはいたしました。それぞれの

学校には一番、とにかく校長としてこれをやってもらいたいということ

がありますが、全体的な予算枠もありますけれども、そういうものを調

査をしながら、子どもが安心をして授業ができるようにしていきたいと

いうように思います。所によってはエアコンまで全部つけとるようなと

ころもありますが、到底そこまではいきませんけれども、できるだけの

ことで、少しでも授業をする者も、受ける者も、気持ちよく業務ができ

るように努力してまいりたいと思いますので、また皆さん方のご支援も

いただきたいと、このように思います。以上です。 

○山本委員長  ほかに質疑はありませんか。 

   〔質疑なし〕 

 質疑がないようでありますので、質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終了いたします。 

 暫時休憩いたします。この際、15時20分まで休憩いたします。 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

      午後３時０２分 休憩 
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      午後３時２０分 再開 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

○山本委員長  休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 続いて、認定第１号、平成18年度安芸高田市一般会計決算の認定につ

いてのうち、議会事務局所管の部分の審査を議題といたします。 

 事務局長から概要説明を求めます。 

 増本事務局長。 

○増本議会事務局長  ご苦労さまでございます。 

 議会事務局の平成18年度職員体制は、職員６名と派遣職員１名で、計

７名で執行してまいりました。 

 皆様のお手元の方には、主要施策の成果に関する説明書、９ページ目、

それから決算書の方では、収入がコピーの方の雑入が１件と、あとは歳

出の方の65ページの方で説明をさせていただきます。 

 光下次長の方から詳細の説明をさせていただきますので、よろしくお

願いをいたします。 

○山本委員長  続いて、要点の説明を求めます。 

 光下事務局次長。 

○光下議会事務局次長  それでは、平成18年度議会事務局に係る決算につきまして、歳出の明

細書の方から説明をさせていただきます。 

 65ページをお開きください。 

 18年度は2億1,214万1,000円の当初予算で執行してまいりました。そ

の後1,051万1,000円の減額補正を行いまして、2億163万円の予算を持っ

て執行いたしました。主な支出といたしましては、１節報酬、２節給料、

４節等でございますが、これにつきましては割愛させていただきます。

９節旅費につきましては費用弁償等でございまして、699万3,330円を支

出いたしました。10節交際費につきましては、106万6,390円の執行でご

ざいました。11節需用費につきましては、広報紙印刷代114万8,175円が

主なものでございます。19節政務調査費につきましては689万5,440円で

ございました。これが主なものでございます。 

 それでは、主要施策の成果に関する報告の中から概略説明させていた

だきます。 

 ９ページをお開きください。 

 総括といたしまして、委員会活動につきましては、３つの常任委員会

を初め、議会運営委員会、議会広報特別委員会、第２庁舎・文化保健福

祉施設建設調査特別委員会、第三セクター等調査特別委員会、葬斎場建

設調査特別委員会、少年自然の家調査特別委員会、議会改革特別委員会

の７つの特別委員会などを開催いたしまして、活発な討論と調査が行わ

れました。 

 また、18年度政務調査に対する補助金が、各会派に対して所属議員１

人当たり３万円交付され、活発な調査活動が実施されました。さらに領

収書など必要な書類の公開につきましては、各会派とも経費の支出につ
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いて厳正に執行され、その結果をホームページに公開いたしました。 

 12ページ後段の部分で、成果及び今後の課題につきましてまとめてお

ります。会議録の調製、編さんの早期化について、委託と直接職員によ

るテープ起こしを併用し、経費の節減に努めました。また、委員会の回

数増に対応するため、担当書記を専任化し、要点の要約筆記を行いまし

た。委員会の活発な調査活動を効率的にサポートできる事務局体制とな

るよう、各種職員研修などに積極的に取り組む必要があります。 

 以上で報告を終わらせていただきます。 

○山本委員長  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

  〔質疑なし〕 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終了いたします。 

 暫時休憩いたします。 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

      午後３時２５分 休憩 

      午後３時３３分 再開 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

○山本委員長  それでは、休憩前に引き続き再開いたします。 

 以上をもって、平成18年度安芸高田市一般会計及び各特別会計決算、

並びに水道事業決算の認定について、計13件に対する質疑を終結いたし

ました。 

 これより討論、採決に入ります。 

 討論は一括、採決は個別に行いますが、個別議案に対しての討論は発

言の中でその旨を述べてください。 

 これより一括討論に入ります。討論はありませんか。 

  〔討論なし〕 

 討論なしとの発言でありますので、これをもって討論を終結いたしま

す。 

 これより採決を行います。 

 個別に賛成委員の確認をいたしますので、すぐに着席しないで、ご協

力をお願いいたします。 

 まず、認定第１号を起立により採決いたします。 

 本案は、原案のとおり認定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

  〔起立多数〕 

 起立多数であります。よって、認定第１号は、原案のとおり認定すべ

きものと決しました。 

 続いて、認定第２号を起立により採決いたします。 

 本案は、原案のとおり認定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

  〔起立多数〕 

 起立多数であります。よって、認定第２号は、原案のとおり認定すべ

きものと決しました。 
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 続いて、認定第３号を起立により採決いたします。 

 本案は、原案のとおり認定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

  〔起立多数〕 

 起立多数であります。よって、認定第３号は、原案のとおり認定すべ

きものと決しました。 

 続いて、認定第４号を起立により採決いたします。 

 本案は、原案のとおり認定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

  〔起立多数〕 

 起立多数であります。よって、認定第４号は、原案のとおり認定すべ

きものと決しました。 

 続いて、認定第５号を起立により採決いたします。 

 本案は、原案のとおり認定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

  〔起立多数〕 

 起立多数であります。よって、認定第５号は、原案のとおり認定すべ

きものと決しました。 

 続いて、認定第６号を起立により採決いたします。 

 本案は、原案のとおり認定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

  〔起立多数〕 

 起立多数であります。よって、認定第６号は、原案のとおり認定すべ

きものと決しました。 

 続いて、認定第７号を起立により採決いたします。 

 本案は、原案のとおり認定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

  〔起立多数〕 

 起立多数であります。よって、認定第７号は、原案のとおり認定すべ

きものと決しました。 

 続いて、認定第８号を起立により採決いたします。 

 本案は、原案のとおり認定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

  〔起立多数〕 

 起立多数であります。よって、認定第８号は、原案のとおり認定すべ

きものと決しました。 

 続いて、認定第９号を起立により採決いたします。 

 本案は、原案のとおり認定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

  〔起立多数〕 

 起立多数であります。よって、認定第９号は、原案のとおり認定すべ

きものと決しました。 

 続いて、認定第10号を起立により採決いたします。 

 本案は、原案のとおり認定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

  〔起立多数〕 

 起立多数であります。よって、認定第10号は、原案のとおり認定すべ

きものと決しました。 

 続いて、認定第11号を起立により採決いたします。 
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 本案は、原案のとおり認定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

  〔起立多数〕 

 起立多数であります。よって、認定第11号は、原案のとおり認定すべ

きものと決しました。 

 続いて、認定第12号を起立により採決いたします。 

 本案は、原案のとおり認定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

  〔起立多数〕 

 起立多数であります。よって、認定第12号は、原案のとおり認定すべ

きものと決しました。 

 続いて、認定第13号を起立により採決いたします。 

 本案は、原案のとおり認定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

  〔起立多数〕 

 起立多数であります。よって、認定第13号は、原案のとおり認定すべ

きものと決しました。 

 以上で、本決算審査特別委員会に付託されました認定第１号から認定

第13号までの13件についての審査はすべて終了いたしました。 

 なお、委員会報告書の作成については、私と副委員長に一任願いたい

と思いますが、ご異議ございませんか。 

  〔質疑なし〕 

 異議なしと認め、さよう取り計らいます。 

 以上をもって決算審査特別委員会を閉会いたします。ご苦労さまでし

た。 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

      午後３時４１分 閉会 

 


